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　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施予定のイベントに変更が生じる場合があります。当
月号に掲載している内容についても、今後、変更となる場合があります。主催の問い合わせ先にご確
認いただくか、山鹿市ホームページなどでご確認ください。

問情報政策推進課  ☎（43）1118

　市が発信する行政情報を取得できる他、家族や友人、行政区
や各種グループでの情報共有ができます。
※�緊急情報の発信の他、防災情報も充実しています。日頃の
「備え」として、活用をお願いします。

●出前講座  実施中●

地域コミュニケーションアプリ

　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

「もしも」の前にダウンロード！

　連休中盤の５月３日、水辺
プラザかもとには、そよ風が
吹く心地よい青空の下多くの
人が新緑を満喫していまし
た。虫捕り網を持って何か捕
まえようとしているのは緒方
陽
ひ
琉
りゅう
くん（奥永）。この後モン

シロチョウを捕まえました。
　「子どもたちが遊べるところ
がたくさんあって、大人もの
んびりできる水辺プラザは家
族で楽しめます」と、陽琉く
んの父、巧

たくみ
さんは話しました。

今月の表紙　そーっと近づいて！

６2022

June
No.258

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

　理科の実験や地質、そして化学が大好きなので、将来の夢
はさまざまな分野で人を助ける科学者になることです。夢
をかなえるため、学校での行事や委員会活動に積極的に取
り組んでいます。

杉本　一
い ち

護
ご

さん
鹿本小学校６年生



４・５月の山鹿の風景

　
大
型
連
休
を
過
ご
す
人
た
ち

　
　
　
　
　

水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
３
日

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花

　
　
　
　
　
菊
鹿
町
上
内
田
地
区
　
　
４
月
13
日

フ
ジ
の
花

　
　

鹿
央
古
代
の
森
交
流
施
設
（
里
や
ま
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

４
月
22
日
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１  

大
雨
や
台
風
な
ど
に
備
え
て
、

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災
行

動
計
画
）
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

　

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
、
大
雨
や
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
私
た
ち
自
身
を
守
る

た
め
の
防
災
行
動
計
画
で
あ
り
、
家
族
と
避

難
行
動
を
あ
ら
か
じ
め
ま
と
め
て
お
く
こ
と

で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
慌
て
ず
に
避
難
で
き

ま
す
。

　
「
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
」
や
「
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
（
防
災
マ
ッ
プ
）」
を
確
認
し
な

が
ら
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。
避
難
を

開
始
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
分
か
り
ま
す
。
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
自
分
の
命
や
身
近
な
人

の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
防
災
対
策
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◦
く
ま
も
と
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
専
用
ウ
ェ

　
ブ
サ
イ
ト

２  

豪
雨
・
土
砂
災
害

　
危
険
が
せ
ま
っ
た
ら
迷
わ
ず
避
難

　
し
て
く
だ
さ
い
！

　

避
難
と
は
「
難
を
避
け
る
こ
と
」
全
体
を

指
し
、
学
校
や
公
民
館
と
い
っ
た
指
定
避
難

場
所
へ
の
移
動
だ
け
が
避
難
と
い
う
わ
け
で

災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
り
し
た
と
き

は
、
気
象
庁
と
熊
本
県
か
ら
警
戒
情
報
が

発
表
さ
れ
ま
す
。
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ

た
ら
、
災
害
に
関
す
る
情
報
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

災
害
に
関
す
る
情
報
を
確
認
す
る
に
は　

◦
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◦�

熊
本
県
砂
防
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
熊
本

県
土
砂
災
害
情
報
マ
ッ
プ
）

◦�

川
の
防
災
情
報

◦�

防
災
情
報
く
ま
も
と

　
山
鹿
市
か
ら
の
避
難
情
報

◦
防
災
行
政
無
線

◦
や
ま
が
メ
イ
ト

◦
山
鹿
市
ホ
ー
ムペー
ジ（
防
災
避
難
所
情
報
）

◦
デ
ー
タ
放
送
（
デ
タ
ポ
ン
）
な
ど

◦
緊
急
速
報
メ
ー
ル

◦
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

◦
ツ
イ
ッ
タ
ー

から
身を守るための備えや避難を

は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
な
場
所
に
い
る
親

戚
、
知
人
宅
へ
の
避
難
も
選
択
肢
と
し
て
あ

り
「
安
全
な
場
所
に
い
る
人
」
ま
で
避
難
場

所
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
ん
で
い

る
地
域
な
ど
に
よ
っ
て
避
難
方
法
は
異
な
り

ま
す
。「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
意
識

を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
普
段
か

ら
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
を
す
る
と
き
は
、
食
料
、
飲
料
水
、

毛
布
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
体
温
計
、
ス
リ
ッ

パ
、
常
備
薬
な
ど
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

　

梅
雨
の
時
期
は
大
雨
や
土
砂
災
害
が
発
生

し
や
す
い
時
期
で
す
。
近
年
は
、
短
時
間
に

狭
い
地
域
で
猛
烈
な
雨
が
降
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨

も
増
え
、
全
国
各
地
で
過
去
に
例
の
な
い
規

模
の
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
事
前
に
情

報
収
集
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
浸
水
想
定
区
域
・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど

の
確
認

　
住
ん
で
い
る
場
所
が
、
浸
水
想
定
区
域
・

土
砂
災
害
警
戒
区
域
・
特
別
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
か
、
山
鹿
市
防
災
マ
ッ
プ
な

ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

警
戒
情
報
や
避
難
所
開
設
状
況
の
確
認

　
集
中
豪
雨
や
大
雨
が
降
り
続
い
た
と
き

な
ど
河
川
の
水
位
が
上
昇
し
た
り
、
土
砂

豪雨

問防災監理課　☎（43）1113
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土砂災害

気象庁HP

熊本県砂防課HP

川の防災情報

防災情報くまもと

やまがメイト

山鹿市HPデタポン
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生
活
情
報

ゆ
め
ー

る

教育委員会広報
【
基
本
理
念
】

　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
で
人
輝
く
ま
ち
・
や
ま
が

　

〜
「
す
る
」・「
み
る
」・「
さ
さ
え
る
」
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
が
つ
な
が
り
笑
顔
に
〜

・ 
学
校
体
育
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
教
育
の

充
実

・ 
各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
充
実
と
活
動

支
援

● 

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
生
き

が
い
活
動
の
充
実

・
高
齢
者
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
開
発
・
普
及

・ 

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
社
会
参
加

の
促
進

● 

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
・
学
び
を

体
感
し
継
続
で
き
る
施
策
の
展
開

・ 

一
人
一
人
の
目
的
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

機
会
の
提
供

・ 

子
育
て
、
働
き
世
代
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

・ 

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
参
加
の
充

実
と
共
生
社
会
の
促
進

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
活
用

・
施
設
の
計
画
的
な
維
持
改
修
お
よ
び
整
備

・
施
設
の
有
効
活
用
と
利
用
促
進

・
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

　

ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
体
系
的
・
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
、「
山
鹿
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
誰
も
が
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
「
す
る
・
み
る
・
さ
さ
え

る
ス
ポ
ー
ツ
」
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
市

民
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
感
動
を
分

か
ち
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
健
康
で

活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
４
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
施
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
１

や
っ
て
み
よ
う
！

「
す
る
」
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

● 

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進

・
幼
少
期
か
ら
体
を
動
か
す
機
会
の
充
実

第55号
山鹿市教育委員会
教育総務課
☎（43）1638

E-ma i l : ksoh@c i t y.
yamaga.kumamoto.jp

基
本
方
針
２　

み
て
み
よ
う
！

「
み
る
」
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

●
ス
ポ
ー
ツ
を
み
る
機
会
の
提
供
と
発
信

・
大
会
誘
致
を
含
め
た
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の

　

機
会
づ
く
り

・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
情
報
の
提
供

・ 

観
る
ス
ポ
ー
ツ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

推
進

●
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
チ
ー
ム
と
の
連
携
強
化

・
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
開
催

・ 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
や
チ
ー
ム
と
の
交

流
促
進

・
チ
ー
ム
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
発
信

基
本
方
針
３　

さ
さ
え
あ
お
う
！

「
さ
さ
え
る
」
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

●
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

・ 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
体
育
協
会
、
総
合
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
）
の
組
織
再
編
に
よ
る
体
制
強
化

・ 

地
域
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の

支
援
と
自
主
運
営
化
の
促
進

・ 

地
域
に
根
差
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実

●
競
技
力
向
上
の
支
援

・
未
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
発
掘
と
育
成

・ 

ア
ス
リ
ー
ト
の
競
技
力
向
上
の
た
め
の
活

動
支
援
お
よ
び
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備

●
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

・ 

ジ
ュ
ニ
ア
期
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
確

保
と
育
成
お
よ
び
顕
彰
制
度
の
創
設

・ 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
競
技
ス
ポ
ー
ツ
を
け

ん
引
す
る
指
導
者
の
確
保
と
育
成
お
よ

び
職
業
化
へ
の
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り

・ 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え
る
人
材
の
確
保

と
交
流
お
よ
び
活
用

基
本
方
針
４

つ
な
が
ろ
う
！

　
「
つ
な
が
る
」
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
振
興

● 

「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
ま
ち
・
や
ま
が
」

の
推
進

・ 

オ
ム
ロ
ン
ピ
ン
デ
ィ
ー
ズ
と
連
携
し
た

競
技
普
及
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興

・ 

世
界
大
会
開
催
を
契
機
に
し
た
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

● 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

地
域
振
興

・ 

大
会
・
合
宿
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
活
動
の
積
極
的
な
展
開

・ 

観
光
関
連
事
業
者
、
チ
ー
ム
と
の
連
携

に
よ
る
経
済
振
興

・ 

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
組
織
体
制
の
整
備

● 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
創
生

・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
関
係
団
体
・
機
関
の

　

連
携
と
目
標
の
一
元
化

・ 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
世
代
交
流
や
仲
間

づ
く
り
の
強
化　
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第 26 回

参議院議員通常選挙　

●公示日　投票日の17日前

●投票日　（未定）
　�●　�場所　市内 25投票所
　●　�時間　午前７時から午後７時まで

●期日前投票　
　投票日に投票に行けない人は、期日前投票ができます。
　●　�場所　市役所および各市民センター
　●　�期間　市役所　投票日の16日前から投票日前日まで
　　　　��市民センター　投票日の８日前から投票日前日
���������������������������������まで
※投票場所などは選挙日程により変更される場合があり
　ます。
　投票所入場券または山鹿市ホームページを必ずご確認
　の上、来場ください。

●山鹿市で投票できる人
　●　�満 18歳以上の人
　　●　�選挙人名簿に登録されている日本国籍の人
　　（他市町村からの転入者については、住民票が作成
　　��された日から３カ月以上経過した人）

●新型コロナウイルス感染の拡大防止にご協力く
　ださい
　感染拡大防止のため、投票所に行く前の発熱確認、手
洗い、マスク着用をおねがいします。
　投票所に設置する鉛筆の代わりに持参された鉛筆また
はボールペンを使用できます。
　期日前投票を利用するなど、選挙当日の混雑回避にご
協力ください。

●特例郵便等投票について
　新型コロナウイルス感染症で宿泊、自宅療養などを
している人で、次の全ての要件に該当する人は、郵便な
どによる投票（特例郵便等投票）ができます。
①感染症法または検疫法による外出自粛要請や隔離・停
　留の措置を受けた人
②外出自粛要請または隔離・停留の措置に係る期間が、
　選挙の公示の翌日から投票日までの期間に掛かると見
　込まれる人
　●　�請求方法　請求書、保健所や検疫所などが交付する
　　　　　書類を山鹿市選挙管理委員会へ送付

　●　請求期限　投票日の４日前（必着）

※要件に該当しない濃厚接触者は対象ではありません。
※詳しくは総務省のホームページ（「総務省　特例郵　
　便」で検索）をご覧いただくか、山鹿市選挙管理委員
　会へお問い合わせください。
特例郵便等投票について（山鹿市HP）

●陣
じ ん

中
ちゅう

見舞いでの注意
　公職選挙法

　　※

では、選挙運動に関するものとして、飲食
物を提供することは禁止されています。
※湯茶およびこれに伴って用いられる菓子と選挙委員な
　どへの弁当は提供できます。
【例】
●　�酒一升　「湯茶」の類に含まれないため、提供するこ
　　　�����とはできません。

●　�缶入り茶１箱　「湯茶」の類に含まれるため、提供す
　　　　　　　��ることができます。
※選挙期日後に支援者などが当選人に対して「当選祝い」
　として酒をおくることは、選挙運動に関し飲食物を提
　供したことには当たらないため、差し支えありません。

が予定されています

※公職選挙法第 139 条
「何人も選挙運動に関して飲食物を提供することは
できない」

問選挙管理委員会　☎(43)1594
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第 26 回

参議院議員通常選挙　

●公示日　投票日の17日前

●投票日　（未定）
　�●　�場所　市内 25投票所
　●　�時間　午前７時から午後７時まで

●期日前投票　
　投票日に投票に行けない人は、期日前投票ができます。
　●　�場所　市役所および各市民センター
　●　�期間　市役所　投票日の16日前から投票日前日まで
　　　　��市民センター　�投票日の８日前から投票日前日

まで
※投票場所は選挙日程により変更される場合があります。
　投票所入場券または山鹿市ホームページを必ずご確認
　の上、来場ください。

●山鹿市で投票できる人
　●　�満 18歳以上の人
　　●　�選挙人名簿に登録されている日本国籍の人
　　（他市町村からの転入者については、住民票が作成
　　��された日から３カ月以上経過した人）

●新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力く　
ださい
　感染拡大防止のため、投票所に行く前の発熱確認、手
洗い、マスク着用をお願いします。
　投票所に設置する鉛筆の代わりに、持参された鉛筆ま
たはボールペンを使用できます。
　期日前投票を利用するなど、選挙当日の混雑回避にご
協力ください。

●特例郵便等投票について
　新型コロナウイルス感染症で宿泊、自宅療養などを
している人で、次の全ての要件に該当する人は、郵便な
どによる投票（特例郵便等投票）ができます。
①感染症法または検疫法による外出自粛要請や隔離・停
　留の措置を受けた人
②外出自粛要請または隔離・停留の措置に係る期間が、
　選挙の公示の翌日から投票日までの期間にかかると見
　込まれる人
　●　�請求方法　請求書、保健所や検疫所などが交付する
　　　　　書類を山鹿市選挙管理委員会へ送付

　●　請求期限　投票日の４日前（必着）

※要件に該当しない濃厚接触者は対象ではありません。
※�特例郵便等投票について詳しくは、山鹿市ホームペー
ジをご覧いただくか、山鹿市選挙管理委員会へお問い
合わせください。

●陣
じ ん

中
ちゅう

見舞いでの注意
　公職選挙法

　　※

では、選挙運動に関するものとして、飲食
物を提供することは禁止されています。
※湯茶およびこれに伴って用いられる菓子と選挙委員な
　どへの弁当は提供できます。
【例】
●　�酒一升　「湯茶」の類に含まれないため、提供するこ
　　　�����とはできません。

●　�缶入り茶１箱　「湯茶」の類に含まれるため、提供す
　　　　　　　��ることができます。
※�選挙期日後に支援者などが当選人に対して「当選祝い」
として酒を送ることは、選挙運動に関し飲食物を提供
したことには当たらないため、差し支えありません。

が予定されています

※公職選挙法第 139 条
「何人も選挙運動に関して飲食物を提供することは
できない」

問選挙管理委員会　☎(43)1594
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■障害年金の種類

■申請できる時期 ■手続きの注意点

■障害基礎年金の額

　思わぬ事故、けが、病気、心の病気などのために重い
障がいが残った場合、支給要件※を満たしていれば、申
請により障害年金を受けることができます。

※�支給要件…保険料の納付要件を満たし、障がい状態が
法令で定める基準を満たしていること。

�●　初診日が 20歳前の人は、20歳に達したとき
�●　�初診日が 20歳以降の人は、初診日から１年６カ月経
過した時点（障害認定日）か、障がい状態が固定し
たとき

�●　�初診日から１年６カ月経過した時点では障がい状態
が基準に満たなかったが、それ以降に障がいが重く
なり基準を満たしたとき

�●　�障がいの原因となった病気やけがの初診日の日付が
申請に必要となります。受診した病院に確認するなど
して、時期をご確認ください。

�●　�障がいの状態が法令で定める基準を満たすかどうか
は、通院している病院などの医師にご相談ください。

※�障害者手帳と障害年金は、障がいの認定基準が異なり
ます。障害者手帳をお持ちでも、障害年金を受給でき
ないことがあります。

年金の種類 原因となった病気やけがの初診日 手続き・相談窓口
障害基礎年金 ◦国民年金（１号）被保険者であったとき

◦20歳前や 60歳以上 65歳未満の年金未加入期間のとき
◦市役所　国保年金課
◦市役所　年金出張相談

◦�厚生年金の被保険者に扶養されている配偶者（３号被保険者）であっ
たとき

◦年金事務所
◦市役所　年金出張相談

障害厚生年金 ◦厚生年金の被保険者であったとき ◦年金事務所
◦市役所　年金出張相談

障害共済年金 ◦共済年金の被保険者であったとき ◦勤め先（共済組合）

障がいの程度 年金額
１級 972,250 円
２級 777,800 円

障害年金制度をご存じですか 国保年金課　後期医療年金係　☎(43)1576
問熊本西年金事務所お客様相談室　☎096(353)0142

※�障害年金の受給者によって生計を維持している子がいる場合、その子
が 18歳に達する年度の末日まで（子が１級または２級の障がいの状
態であるときは、20歳に達するまで）加算額が支給されます。

（障がい状態が法令で定める基準に該当しているとき）

（初診日に加入していた年金制度から支給されます）
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問総合戦略課　☎(43)1112

　山鹿市では、ふるさと納税制度において寄附していただいた全国の人たちへ、本市の魅力や地場産品を PR
できる返礼品を提供していただける事業者を随時募集しています。

１. 知ってもらえる！
　
　多くのポータルサイトに掲載することで自社
商品などの PR ができ、全国への販売促進、新
たな販路拡大が期待できます。

２. もっとアピール！
　
　返礼品配送時に、自社商品などのパンフレッ
トなどを同封することで自社商品などの PR に
なります。

山鹿市ふるさと応援寄附金
返礼品提供事業者を募集します！

３. 手数料・送料の負担なし！
　
　出品手数料、返礼品配送に係る送料の負担がありません。

【返礼品の流れ】

寄附者

返礼品提供事業者山鹿市

配送業者

①寄附金申込
返礼品の選択 ③返礼品の出荷

④返礼品の配送

②返礼品の発注

⑤返礼品の代金支払い
※ 詳しくは、山鹿市ホームページからご覧いただけます。
　右の二次元コードまたは「山鹿市ふるさと応援寄附金
　の返礼品等の募集」と検索ください。
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　成年後見制度とは、知的障がい・精神障がい・認知症などによって、ひとりで物事を決めることに不安や
心配のある人が、契約や手続きをするときにお手伝いしてくれる援助者を法律的に定める仕組みです。

 心配ごと、困りごとはありませんか〜成年後見制度があります〜

▶

・お金の管理や使い方がうまくいかず、いつもお金が足りない
・高価なもの、不要なものを購入（手続き）してしまう
・�施設を利用または入所したいが、契約や手続きの仕方がわか
らない
・近くに家族、親族がいないのでこれからの財産管理が心配

　各専門機関と連携し、悩みが少し
でも軽くなるようお手伝いします。
　お困りの人や心配ごとがある人
は、山鹿市地域包括支援センターへ
ご相談ください。

 メモリアルノートをご存じですか　
　思いがけない病気や事故、認知症による判断能力の低下
など、自分に万が一のことがあった時、自分の大切な人や
周りの人に知っておいてほしいことや必要なことを伝える
ためのノートです。自身の健康やこれからのことを改めて
考えるきっかけにもなりますので、利用を希望される人は
山鹿市地域包括支援センターへお問い合わせください。

新しい認知症地域支援推進員（認知症相談員）を紹介します！
　
　認知症地域支援推進員とは・・・
　　認知症の人やその家族などからの相談をはじめ、認知症疾患医療センター（山鹿回生病院）などの医
　療機関や介護サービスおよび地域の支援機関と連携して必要な支援を行っています。

メモリアルノート

問い合わせ先・・・山鹿市地域包括支援センター　☎（43）1077（山鹿健康福祉センター内）

　〜ごあいさつ〜
　４月１日から山鹿市地域包括支援センターに勤務しています
看護師の芹川いづみです。認知症になっても住み慣れたところで
自分らしい生活を送ることができるよう、認知症に関する啓発に
取り組んでいます。住民の皆さんの意見を聞き、地域の力として
業務に生かしていきますので、どうぞよろしくお願いします。
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  サポーターの統合と養成講座（上半期）のお知らせ

内　容 ７月 ９月 11 月以降
①介護予防と運動 　６日㈬ 　７日㈬

広報やまが10月
号で、お知らせ
します。

②介護予防の基礎知識・認知症のこと 13日㈬ 14日㈬
③運動の実践と実際の活動 20日㈬ 21日㈬
④サポーターの活動 27日㈬ 28日㈬

　主な活動　
　・�介護予防教室でのサポートや見守りなど通いの
場での高齢者の元気づくりのお手伝い

　・買い物やゴミ出し、電球交換など高齢者のちょっ
　　とした困りごとのお手伝い
　・認知症の正しい理解や認知症の人や家族の見守
　　り・小中学校での認知症講座サポートなど認知
　　症になっても安心して暮らせる地域づくりのお
　　手伝い

対象者　 山鹿市内に住んでいて、健康状態が良好な
人（年齢制限なし）

場　所　問い合わせください
受講料　無料
申し込み 　やまが元気倶楽部〈☎（36）9238〉また

は山鹿市社会福祉協議会〈☎（43）1134〉
へお電話ください。

日　程　下記日程表のとおり（奇数月に４回コース）
時　間　午後から３時間

※講座は上記①〜④まで全て受講していただきます。
※�新型コロナウイルス感染症の影響により、講座が中止となる場合もありますので、あらかじめご了承くだ
さい。なお、中止となる場合は事前に申し込みされた人へ直接ご連絡します。

　やまがサポーター（介護予防・認知症）と生活支援サポーターに分けていた山鹿市のサポーターを、令和
４年度から「やまがサポーター」に統合しました。サポーター活動は、地域のため、人のためになることは
もちろん、サポーター自身の健康づくりや介護・認知症予防に効果的です。特別な資格は不要で、養成講座
を受ければ活躍できる有償ボランティアです。講座では、認知症・運動・栄養・口

こうくう

腔の専門職から、健康と
介護予防に役立つことや地域で活動するために必要なことが学べます。皆さんも一緒に活動してみませんか！
　

　山鹿市の高齢化率は 38％を超え、10人のうち４
人が 65歳以上の高齢者となっています。高齢者が
いきいきと自立した生活を送るためには、健康づく
りや介護予防に早い時期から取り組むことが効果的
です。
　山鹿市では、70歳の節目年齢の人を対象に健康
状態を振り返る機会、介護予防を始めるきっかけと
して「介護予防教室（体力測定会）」を開催してい
ます。この教室では、体力測定や体操の専門スタッ
フ（健康運動指導士）による筋肉の維持・向上につ
ながる体操などを行っています。貴重な機会ですの
で、ぜひご参加ください。

対象者　昭和27年４月１日から昭和28年３月 31
　　　　日生まれの人
場　所　山鹿健康福祉センター
受講料　無料
日　程　 対象者の誕生日月に個別通知でお知らせし

ます
時　間　午後1時 15分〜 3時半
　　　　（受け付けは午後１時から）

　70年間頑張ってきたご自身の体のチェックをし
ましょう！

  70 歳介護予防教室のお知らせ

内　容
①受け付け ④山鹿市の高齢者の現状
②体力測定 ⑤体力測定の結果説明
③薬剤師からの講話 ⑥介護予防体操指導

山鹿市地域包括支援センターだより
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050
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◦期　日　６月２日㈭　
◦場　所　山鹿警察署

献血推進キャラクター
けんけつちゃんの仲間たち

◦受付時間　午前９時半〜11時半
献血にご協力ください！

◦期　日　６月２日㈭
◦場　所　山鹿市民医療センター

◦受付時間　午後１時15分〜４時

◦期　日　６月28日㈫
◦場　所　山鹿市役所

◦受付時間　午前９時半〜11時半
　　　　　　午後０時半〜��４時

　歯周病は、歯肉や歯を支えている骨（歯
し

槽
そう

骨
こつ

）に起
こる病気です。歯

し

垢
こう

（プラーク）や歯石がたまると、
その中にいる歯周病菌が、歯肉に炎症を引き起こしま
す。そこにさまざまな要因が加わると、歯肉の出血や
腫れが続き、歯を支える土台まで破壊され、
歯茎がぐらついて、食べ物などをかめなく
なったり、歯が抜けたりしてしまいます。

●歯周病は全身に影響します
◦�口や喉の中の細菌などが、肺に入り込むことが原因
の誤

ご

嚥
えん

性肺炎。
◦�歯周病菌が血液中に入り込んで起こる、菌血症や敗
血症。
◦�歯周病菌が、動脈硬化を起こしている血管を狭める
作用を促進し、心臓病のリスクを高める。
◦�歯周病菌が心臓の弁に付着・増殖して起こる細菌性
心内膜炎。
◦歯周病菌が早産や低体重児出産のリスクを高める。
◦�糖尿病が歯周病を悪化させるだけでなく、歯周病を
改善すると糖尿病の状態も良くなる。
◦�歯周病は、肥満やメタボリックシンド
ロームとも関係しています。

●歯周病を予防するには
◦�歯や口の状態に合った磨き方を身に付け、
食後や寝る前には歯を磨きましょう。
◦バランスの取れた食生活をしましょう。
◦定期的に歯科検診や歯石除去を受けましょう。
◦たばこを控えましょう。
◦かかりつけの歯科医を持ちましょう。

●こんな症状がある場合は、歯医者に行きましょう
◦歯茎が赤く腫れている。
◦歯茎から出血したり、膿

うみ

が出たりする。
◦口の中がネバネバする。
◦口臭がする。
◦歯が動く。
◦冷たい水や熱いものがしみる。
◦歯が長くなったように感じる。

※�令和４年度に 40、50、60、70歳になる人（令和
５年３月 31日㈮時点）は、山鹿市の歯周疾患検診
の対象になっています。この機会に
ぜひ受診をお勧めします。

　山鹿市では、例年６月から各種健診を実施しており、
集団健診（バス健診）と個別健診（医療機関健診）があ
ります。２月の健診希望調査で申し込みをした人と特定
健診対象者には、個別に案内を郵送しますので、書類が
届いたら受診してください。また、新型コロナウイルス
感染症の状況を踏まえ、今後の健診の予定を変更する場
合があります。なお、変更した場合は、
山鹿市ホームページ、やまがメイトなど
でお知らせする予定ですので、ご確認く
ださい。

歯周疾患に注意しましょう！

　山鹿市歯科医師会では、6月 4日㈯〜 10日㈮までの
「歯と口の健康習慣」に合わせ、無料歯科健診を開催し
ます。お口の中の衛生チェックや、歯のお手入れ方法の
確認を通して、お口の健康を振り返ってみませんか？
◦�日時：6月 4日㈯午後２時〜４時（午後３時半受け付
　　　け終了）
◦�場所：山鹿健康福祉センター
◦�対象：山鹿市在住の人
◦�内容：無料歯科健診、歯科相談、フッ素塗布（希望者
　　　のみ）※新型コロナウイルス感染拡大防止のた
　　　め、中止になる可能性があります。

各種健診（国民健康保険特定健診・後期
高齢者健診・がん検診）のお知らせ

いただきます　人生 100 年　歯と共に
～無料歯科健診のご案内～
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〜みんなの健康手帳〜〜みんなの健康手帳〜〜みんなの健康手帳〜〜みんなの健康手帳〜
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母子健康手帳交付
毎週金曜日の午前９時半〜 11時に実施しています。
来所の際は、できるだけ同伴はご遠慮ください。

各種母子保健事業のご案内
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各種乳幼
児健診および、すくすく学級の会場や時間が変更とな
る場合があります。その場合は、電話または通知など
で対象者へお知らせします。

　お子さんに関する心配なことは、地区担当保健師が
対応しますので、健康増進課へご連絡ください。

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉

６月の休日在宅当番医および当番薬局
日(曜) 診療時間：午前９時～午後５時 営業時間：午前９時～午後５時

５日㈰ 井上小児科医院 / 小林医院 城北中央薬局

12 日㈰ 徳永循環器科内科医院 こじか薬局

19 日㈰ 山鹿回生病院 / 幸村医院 かおうまち薬局 / 城北中央薬局

26 日㈰ 保利病院 エース薬局

　食育は、生きる上での基本であって知育・徳育・体育
の基礎となるものであり、さまざまな経験を通じて「食」
に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食
生活を実現することができる人間を育てることです。
　適切な食べ方や生活リズムによって、肥満や糖尿病な
どの生活習慣病の発症や重症化を予防することができま
す。この機会にバランスの良い食事を心がけ、地産地消
の食品の利用など、生活の基本である「食」について考
えてみましょう。

　偏った食事・運動不足・飲酒・喫煙・ストレス…こうした生活を続けていると生活習慣病（高脂血症・高血圧・糖尿病）
を引き起こします。生活習慣病は「サイレントキラー」とも呼ばれ、本人が気付かないうちに動脈硬化を進行させます。
　生活習慣病は、単独での怖さもありますが、複数が重なることで心臓病や脳卒中のリスクを増大させます。生活習
慣病の重なりは、実は肥満が原因です。特に中高年男性に多い「内臓脂肪型肥満」は、血圧・血糖・脂質の値に異常
をきたしやすく、生活習慣病になりやすいことが分かっています。メタボリックシンドロームは「内臓脂肪症候群」
とも呼ばれ、生活習慣病が重なって起こっていることを示しています。一つ一つの病気は軽度でも、２つ以上の病気
が重なると動脈硬化が進行し、心臓病や脳卒中などのリスクが何倍にも増加します。
　生活習慣病は普段の食事や生活習慣の改善・見直し、適度な運動を行うことで予防することができます。また、自
覚症状がなくても健康診断で発見されることもあります。健康で充実した生活を過ごすために、この機会に健診を受
診し、ご自身の健康を見直してみましょう。

　健康・健診などに関する
ご質問がありましたら、
ご相談ください。必要に
応じて私たちが訪問します。

生活習慣病とメタボリックシンドローム

各地区担当保健師・栄養士が対応します

６月は食育月間　毎月 19 日は食育の日



カルチャースポーツセンター　イベント情報（６月）

◦体育館　
　３日㊎〜５日㊐　９：00〜
　　県高校総体柔道競技
　６日㊊　９：00〜
　　県高校総体ハンドボール競技
　11日㊏・12日㊐　７：30〜
　　県中学生バドミントン選手権大会
　16日㊍〜 19日㊐　９：00〜
　　九州高校総体柔道競技
　25日㊏　９：00〜
　　市中体連夏季大会（弓道・バレーボール・柔道）
　26日㊐　９：00〜
　　市中体連夏季大会（卓球・バスケットボール・剣道）

◦市民球場
　１日㊌〜10日㊎　９：00〜
　　第 93 回都市対抗野球大会　九州地区２次予選
　11日㊏・12日㊐・18日㊏・19日㊐　９：00〜
　　第 53 回全国ボーイズ選手権大会県予選
　　（中学生硬式野球）
　24日㊎〜 26日㊐　9：00〜
　　火の国サラマンダーズ公式戦
�

◦多目的グラウンド
　３日㊎〜５日㊐　９：00〜
　　県高校総体サッカー競技
　４日㊏・５日㊐　８：00〜
　　ホークスカップ県予選
　11日㊏・12日㊐・18日㊏・19日㊐　9：00〜
　　熊日学童オリンピックサッカー大会
　18日㊏　９：00〜
　　第 53 回全国ボーイズ選手権大会県予選
　　（中学生硬式野球）
　25日㊏・26日㊐　９：00〜
　　市中体連夏季大会（サッカー・野球）

◦テニスコート
　12日㊐　9：00〜
　　県ソフトテニス総合選手権大会
　25日㊏・26日㊐　９：00〜
　　市中体連夏季大会

問 カルチャースポーツセンター　☎ (43)0090

※�新型コロナウイルス感染拡大の影響により変更　　　
または中止になる場合があります。

　農業委員会では遊休農地の発生防止と解消、無断転用
防止のため、毎年、農地パトロールを行っています。
　調査の結果「再生可能な遊休農地」と判断した場合、
農業委員会や農地中間管理機構を通じて、担い手への貸
し借りの仲介などを行います。また「再生困難な遊休農
地」と判断した場合、農地以外の地目に変更するよう促
します。
　なお、パトロールの際には農業委員および農地利用最
適化推進委員が正確な判断を行うため、農地への立ち入
り調査を行う場合がありますので、ご理解とご協力をお
願いします。

農地の利用意向確認書（売買・貸借）
　農業委員会では、貴重な財産である農地を有効に活用
するため、所有者から農地の利用意向確認書の提出があっ
た場合、買い受け・借り受けを希望する農家とマッチン
グを行っています。詳しくは山鹿市ホームページをご確
認ください。

※ 無断転用は違法行為です
　農地を宅地、山林、駐車場などの目的で利用する場合
には、農地転用の許可が必要です。このような計画があ
る場合には、事前に担当地区の農業委員、農地利用最適
化推進委員または農業委員会事務局へご相談ください。

農地パトロールを実施します 問農業委員会事務局　☎ (43)1614

買い受け・借り受け
希望

マッチング

所有者 希望農家

売り渡し・貸し付け
希望

山鹿市農業委員会
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特
例
給
付
の
支
給
に
係
る
所
得
上
限
額
が

設
け
ら
れ
ま
す

　

本
年
６
月
分
（
10
月
支
給
分
）
か
ら
、

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
の
所
得
が
左
表

の
②
（
所
得
上
限
限
度
額
）
以
上
に
該
当

す
る
場
合
、
受
給
資
格
が
消
滅
し
、
児
童

手
当
な
ど
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

 

お
知
ら
せ

今
月
の
納
税
・
保
険
料

・
市
県
民
税
（
第
１
期
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
第
１
期
）

・
介
護
保
険
料
（
第
２
期
）

◦ 

納
期
限　
６
月
30
日
㈭

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦
夜
間　
６
月
29
日
㈬
・
30
日
㈭

　
　
　
　

午
後
５
時
半
〜
午
後
７
時

◦
休
日　
６
月
26
日
㈰　

　
　
　
　

午
前
８
時
半
〜
正
午

◦
場
所　
税
務
課
⑥
番
窓
口

※ 

納
税
は
、
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
市
税
・
国
保
税
に
限
り
コ
ン

ビ
ニ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
決

済
で
納
付
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納

付
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦ 

対
象
ア
プ
リ　

　

 

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
・

Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
・
支
払
秘
書

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
日
午
後
５
時
15

分
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
係　
　

☎（
43
）１
１
４
４

扶養親族などの数
（かっこ内は例）

①所得制限限度額 ②所得上限限度額
所得額
（万円）

収入額の目安
（万円）

所得額
（万円）

収入額の目安
（万円）

０人（前年末に児童が生まれていない場合など） 622 833.3 858 1071

１人（児童１人の場合など） 660 875.6 896 1124

２人（児童１人 +年収 103万円以下の配偶者の
場合など） 698 917.8 934 1162

３人（児童２人 +年収 103万円以下の配偶者の
場合など） 736 960 972 1200

４人（児童３人 +年収 103万円以下の配偶者の
場合など） 774 1002 1010 1238

５人（児童４人 +年収 103万円以下の配偶者の
場合など） 812 1040 1048 1276

 

日
中
一
時
支
援
事
業
の
利
用
料

 

を
変
更
し
ま
す

　

６
月
か
ら
日
中
一
時
支
援
事
業
の
利
用

料
を
変
更
し
ま
す
。

◦ 

変
更
点

 
児
童
手
当
制
度
の
一
部
が
変
わ
り 

 
ま
す

　
現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に
な
り
ま
す

　

山
鹿
市
で
は
、令
和
４
年
現
況
届
か
ら
、

受
給
者
の
現
況
を
公
簿
な
ど
で
確
認
で
き

る
人
は
、
現
況
届
の
提
出
が
不
要
と
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
引
き
続

き
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

① 

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ
り
、
住

民
票
の
住
所
地
が
山
鹿
市
と
異
な
る
人

② 

支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
や
住
民
票
が
な

い
人

③ 

離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
し
て
い

る
人

④ 

法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、
施
設
な

ど
の
受
給
者

⑤ 

そ
の
他
、
山
鹿
市
か
ら
提
出
を
求
め
ら

れ
た
人

・ 

障
が
い
の
程
度
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
支
援
内
容
に
合
わ

せ
た
区
分
に
変
更
。

・ 

利
用
時
間
に
応
じ
た
負
担
と
な
る
よ
う
、

４
時
間
単
位
の
料
金
設
定
を
１
時
間
単

位
に
変
更
。

　

 　

な
お
、
日
中
一
時
支
援
事
業
の
利
用

に
は
要
件
が
あ
り
、
事
前
に
申
請
が
必

要
で
す
。
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
援
護
課
障
が
い
福
祉
係

☎（
43
）０
０
５
２

※ 

児
童
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
な
く
な
っ

た
後
に
所
得
が
②
を
下
回
っ
た
場
合

は
、
改
め
て
認
定
請
求
書
な
ど
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　

 

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
の
所
得
が
、

上
記
表
の
①
（
所
得
制
限
限
度
額
）
未

満
の
場
合
、児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

所
得
が
上
記
表
の
①
以
上
②
未
満
の
場

合
、
特
例
給
付
（
児
童
１
人
当
た
り
月

額
５
千
円
）
を
支
給
し
ま
す
。
ご
不
明

な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
援
護
課
児
童
家
庭
係

☎（
43
）０
０
５
２

 「
さ
く
ら
湯
」 

休
館
の
お
知
ら
せ

　

さ
く
ら
湯
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
10

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
後
も
、
安

全
か
つ
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
工
事
期
間
中
は
施
設
を
休

館
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◦
工
事
の
内
容

① 

浴
室
内
に
使
用
し
て
い
る
木
材
の
防
腐

塗
装
の
塗
り
直
し

② 

浴
室
内
設
備
の
点
検
、故
障
箇
所
の
修
繕

◦ 

休
館
期
間

　

６
月
15
日
㈬
〜
７
月
20
日
㈬

※ 

工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
休
館
期
間
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

商
工
観
光
課　
　
　

 

☎ （
43
）１
５
７
９

案　内　版　Information
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◦
ハ
ウ
ス
の
閉
め
込
み

　

ハ
ウ
ス
栽
培
が
終
わ
っ
た
ら
、
次
の
３

点
に
留
意
し
て
速
や
か
に
閉
め
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
閉
め
込
み
期
間
の
目

安
は
ハ
ウ
ス
内
の
植
物
が
枯
死
し
て
か
ら

１
週
間
で
す
。

①
隙
間
が
無
い
よ
う
に
密
閉
す
る
。

② 

ハ
ウ
ス
内
の
作
物
は
引
き
抜
く
か
、
地

際
で
切
っ
て
枯
ら
す
。

③
ハ
ウ
ス
内
外
の
除
草
も
行
う
。

問
農
業
振
興
課　
　
　

☎（
43
）１
５
５
６

　

こ
の
講
習
会
は
、
狩
猟
免
許
（
国
家
試

験
）
試
験
を
受
け
る
人
全
員
の
合
格
を
目

指
し
て
熊
本
県
猟
友
会
が
実
施
す
る
も
の

で
す
。

◦
日
程

・ 

わ
な
猟
の
み

　

 

①
６
月
13
日
㈪
、
②
６
月
27
日
㈪
、
③

７
月
26
日
㈫
、
④
８
月
17
日
㈬
、
⑤
11

月
７
日
㈪
、
⑥
令
和
５
年
１
月
９
日
㈷

・ 

網
猟
、
第
二
種
銃
猟
、
わ
な
猟
の
重
複

受
講
者
（
知
識
・
技
能
講
習
）、
第
一

種
銃
猟
（
知
識
講
習
）

　

 

①
６
月
14
日
㈫
、
②
６
月
28
日
㈫
、
③

７
月
27
日
㈬
、
④
８
月
17
日
㈬
、
⑤
11

月
８
日
㈫
、
⑥
令
和
５
年
１
月
10
日
㈫

・
第
一
種
銃
猟
（
技
能
講
習
）

　

 

①
６
月
24
日
㈮
、
②
７
月
７
日
㈭
、
③

８
月
４
日
㈭
、
④
８
月
25
日
㈭
、
⑤
11

月
17
日
㈭
、
⑥
令
和
５
年
１
月
20
日
㈮

◦
会
場

 

狩
猟
免
許
試
験
に
係
る

 

初
心
者
講
習
会

　
山
鹿
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作 

物
な
ど
へ
の
被
害
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま 

す
。
そ
こ
で
、
新
規
に
狩
猟
免
許
を
取
得

し
、
市
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
に
従
事
さ

れ
る
人
へ
、
免
許
取
得
費
用
を
補
助
し
ま

す
。

◦ 

補
助
の
対
象
者
（
①
〜
③
全
て
に
該
当

す
る
こ
と
）

① 

新
規
に
狩
猟
免
許
試
験
を
受
け
て
合
格

し
、
狩
猟
登
録
を
行
う
人
。（
狩
猟
免

許
の
受
験
は
、
試
験
日
ま
で
に
20
歳
以

上
に
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

② 

猟
友
会
山
鹿
支
部
の
会
員
で
あ
る
か
、

ま
た
は
加
入
す
る
こ
と
。

③ 

狩
猟
免
許
取
得
後
に
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
事
業
に
参
加

す
る
意
志
が
あ
る
人
。

◦
補
助
金
額　
１
万
円
以
内

 
新
規
狩
猟
免
許
取
得
に
係
る
補
助

コナジラミアザミウマ

　　

本
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
の
日
程
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
試
験
は
、
免
許
の
種
類

ご
と
に
行
い
ま
す
。

◦ 

狩
猟
免
許
の
種
類

　

 

①
網
猟
免
許
、
②
わ
な
猟
免
許
、
③
第

一
種
銃
猟
免
許
、
④
第
二
種
銃
猟
免
許

◦
日
程（
ど
の
日
も
午
前
９
時
試
験
開
始
）

 

第
１
回　
６
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　

 

熊
本
県
宇
城
総
合
庁
舎
大
会
議
室

　
（
宇
城
市
松
橋
町
久
具
４
０
０
―１
）

第
２
回　
７
月
９
日
㈯

　

 

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
大
教
室

　
（
人
吉
市
鬼
木
町
梢
山
１
７
６
９
―１
）

第
３
回　
８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

　
 

熊
本
県
阿
蘇
総
合
庁
舎
大
会
議
室

　
（
阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
２
４
０
２
）

第
４
回　
８
月
27
日
㈯

　

 

熊
本
県
天
草
総
合
庁
舎
大
会
議
室

　
（
天
草
市
今
釜
新
町
３
５
３
０
）

第
５
回　
11
月
19
日
㈯

　

八
代
市
内
（
会
場
未
定
）

第
６
回　
令
和
５
年
１
月
22
日
㈰

　

 

県
庁
本
館
地
下
大
会
議
室

 

令
和
４
年
狩
猟
免
許
試
験
の
日
程

スイカ退緑えそ病 コナジラミ媒介期

◦
補
助
金
の
申
請
方
法

　

 

有
害
鳥
獣
新
規
狩
猟
免
許
取
得
補
助
金

交
付
申
請
書
お
よ
び
必
要
書
類
を
添
え

て
、
農
林
整
備
課へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
期
限　
令
和
５
年
２
月
末
日

問
農
林
整
備
課　
　
　

☎（
43
）１
５
７
１

　
（
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
―18
―１
）

※ 

受
験
資
格
、
試
験
の
内
容
、

申
請
書
類
や
申
請
書
の
提

出
方
法
な
ど
詳
し
く
は
熊

本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
熊
本
県
猟
友
会

☎
０
９
６（
３
６
５
）６
６
６
１

 
果
樹
類（
ウ
リ
類
・
ト
マ
ト
）栽
培
終 

 
了
後
の
ハ
ウ
ス
閉
め
込
み
の
お
願
い

　　

ス
イ
カ
・
メ
ロ
ン
な
ど
鹿
本
地
域
を
代

表
す
る
園
芸
品
目
は
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
や
ア

ザ
ミ
ウ
マ
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
病
の
脅

威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、

秋
作
で
の
発
生
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ウ
リ
類
や
ト
マ
ト
が
こ
れ
ら
の
ウ

イ
ル
ス
病
に
な
る
と
、
生
育
が
悪
く
な

り
、
収
穫
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
栽
培
が

終
わ
っ
た
ハ
ウ
ス
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ

た
害
虫
が
次
々
と
外
に
飛
び
出
し
、
野
外

の
雑
草
な
ど
で
増
殖
す
る
季
節
に
な
り
ま

す
。
地
域
内
で
ウ
イ
ル
ス
が
広
が
る
悪
循

環
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
栽

培
終
了
後
は
ハ
ウ
ス
を
閉
め
込
み
、
害
虫

を
完
全
に
死
滅
さ
せ
て
か
ら
片
付
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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②
午
後
１
時
半
〜
２
時
半

◦ 

場
所　

か
も
と
稲
田
支
援
学
校
小
中

学
部
校
舎
（
山
鹿
市
鹿
本
町
高
橋

６
３
８
）

問 

か
も
と
稲
田
支
援
学
校☎（

46
）１
７
４
０

　

① 

⑤
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

（
八
代
市
新
町
５
―20
）

　

② 
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

　
　
（
人
吉
市
鬼
木
町
梢
山
１
７
６
９
―１
）

　

③ 

阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
阿
蘇
市
内
牧
９
７
６
―２
）

　

④ 

天
草
建
設
会
館

　
　
（
天
草
市
本
渡
町
広
瀬
１
７
６
―16
）

　

⑥ 

熊
本
市
流
通
情
報
会
館

　
　
（
熊
本
市
南
区
流
通
団
地
１
―24
）

◦
注
意
事
項

　

 　

第
一
種
銃
猟
受
講
者
は
、知
識
講
習
、

技
能
講
習
各
１
日
、計
２
日
間
の
受
講
。

そ
の
他
の
種
別
は
１
日
の
み
の
受
講
。

　

 　

ま
た
、第
一
種
・
第
二
種
銃
猟
、網
猟
・

わ
な
猟
（
重
複
含
む
）
受
講
者
は
、
２

日
間
開
催
の
会
場
は
２
日
目
の
受
講
。

　

 　

講
習
会
当
日
は
、検
温
を
行
い
ま
す
。

ま
た
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
発
熱
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は

受
講
で
き
ま
せ
ん
。

問
熊
本
県
猟
友
会

☎
０
９
６（
３
６
５
）６
６
６
１

 

熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
復
興
住
宅
融

 

資
の
借
り
入
れ
申
し
込
み
受
け
付
け

　

住
宅
金
融
支
援
機
構
で
は
、
平
成
28
年

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
住
宅
を
復
旧
す
る

た
め
の
「
災
害
復
興
住
宅
融
資
（
建
設
資

金
、
購
入
資
金
、
補
修
資
金
）」
の
借
り

入
れ
申
し
込
み
受
け
付
け
期
限
は
、
令
和

５
年
４
月
30
日
㈰
で
す
。
利
用
を
検
討
し

て
い
る
人
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問 

住
宅
金
融
支
援
機
構
お
客
さ
ま
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
・
通
話
無
料
）

☎（
０
１
２
０
）０
８
６
３
５
３

 

登
録
申
請
は
お
早
め
に
！

 

始
ま
り
ま
す
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

　
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
で
あ

る
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
」
い
わ
ゆ

る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
が
令
和
５
年
10

月
か
ら
導
入
さ
れ
、
す
で
に
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
の
登
録
申
請
受
け
付
け
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
10
月
１
日
㈰
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
を
適
用
す
る
人
は
、
令
和
５
年
３

月
31
日
㈮
ま
で
に
適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
の
登
録
が
必
要
な
の
で
、

早
め
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

山
鹿
税
務
署

自
動
音
声
案
内　
　

☎（
44
）２
１
８
１

 

無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散
布
は 

 

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
マ
ル
チ
ロ
ー

タ
ー
（
ド
ロ
ー
ン
）
な
ど
無
人
航
空
機
に

よ
る
農
薬
散
布
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
国

土
交
通
大
臣
の
許
可
・
承
認
や
、
県
へ
の

散
布
計
画
の
提
出
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
散
布
に
あ
た
っ
て
は
基
本

 

飼
い
主
の
い
な
い
猫
と
の
向
き
合  

 

い
方

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
間
違
っ
た
世
話

を
す
る
と
、
近
隣
の
生
活
環
境
悪
化
な
ど

に
つ
な
が
る
他
、
猫
に
と
っ
て
も
不
幸
な

結
果
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
餌
を
与
え
る

場
合
は
、
置
き
餌
は
絶
対
に
や
め
、
避
妊

去
勢
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
熊
本
県
で
は
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る
避
妊
去
勢

手
術
費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

鹿
本
地
域
振
興
局
衛
生
環
境
課
（
山
鹿

保
健
所
内
）　　
　

 

☎（
44
）４
１
２
１

 「
食
」
は
命
の
源

 

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
！

　

熊
本
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
健
や

か
に
、
そ
し
て
長
寿
を
楽
し
む
た
め
、
健

康
食
生
活
の
実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

食
育
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ
と
の
大
切

 

か
も
と
稲
田
支
援
学
校
小
中
学
部

 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

か
も
と
稲
田
支
援
学
校
は
、
令
和
３
年

度
に
開
校
し
た
知
的
障
が
い
教
育
の
特
別

支
援
学
校
で
す
。
本
校
の
施
設
や
授
業
の

様
子
を
、
広
く
地
域
の
皆
さ
ん
へ
公
開
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

◦ 

期
間　
６
月
28
日
㈫
〜
７
月
１
日
㈮

◦ 

時
間　
①
午
前
10
時
半
〜
11
時
半

ル
ー
ル
を
守
り
、
周
辺
住
民
や
ミ
ツ
バ
チ

の
巣
箱
な
ど
に
農
薬
が
飛
散
し
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い

こ
と
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

　

熊
本
県
北
広
域
本
部
鹿
本
地
域
振
興
局

農
業
普
及
・
振
興
課
☎（
44
）２
１
１
９

さ
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
災
害
時
へ

の
備
え
な
ど
、家
族
や
身
近
な
人
と
「
食
」

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

問 

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２



〈 
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働
く
上
で
有
利
な
資
格
を
身
に
付
け
た

い
人
の
た
め
の
講
習
会
で
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ 

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
、
子
ど
も
さ
ん
、
寡
婦
の
人

◦ 

受
講
料　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
、検
定
料
な
ど
の
実
費
は
必
要
で
す
。

◦ 

申
し
込
み
先　
福
祉
援
護
課
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、福
祉
援
護
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◦ 

定
員　
対
面
講
座
20
人
・
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座
15
人

◦ 

講
座
の
種
類

① 

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
＋
介
護
福
祉

士
受
験
対
策

②
医
療
事
務

③
医
薬
品
登
録
販
売
者
受
験
対
策

④ 

ワ
ー
ド
３
級
・
エ
ク
セ
ル
３
級

⑤ エ
ク
セ
ル
２
級
・
３
級

⑥
簿
記
３
級

⑦
電
子
会
計

※ 
④
⑤
⑥
⑦
は
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座
で
す
。
詳
し
く
は
、

山
鹿
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
援
護
課　
　
　

☎（
43
）０
０
５
２

�

ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
と
し
た
就
業 

 

支
援
講
習
会
の
参
加
者
募
集

 

募　
集

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
「
毎
月
15
日
は
防
犯
の
日
」

　
熊
本
県
警
で
は
、
こ
と
し
１
月
か
ら
毎
月
15
日
を
「
防
犯
の
日
」
と
定
め
、
犯
罪
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
の
防
犯
対
策
の
習
慣
付
け
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

身
近
な
犯
罪
の
防
犯
対
策
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
災
害
へ
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　
　
近
年
、
全
国
的
に
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
大
規
模
災
害
が
相
次
い
で
発
生
し
て
お
り
、

　�

一
昨
年
の
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
で
は
、
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
災
害
発
生
時
に
備
え
る
た
め
、
日
頃
か
ら

　
◦
地
域
の
危
険
箇
所
や
避
難
経
路
の
確
認

　
◦
備
蓄
食
料
な
ど
の
準
備

　
◦
家
族
と
の
連
絡
手
段
の
確
認

　
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
電
話
で
「
お
金
」
の
話
が
出
た
ら
詐
欺
で
す
。

　
◦
還
付
金
詐
欺

　
　
～
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
」
と
い
う
言
葉
が
出
た
ら
注
意

　
◦
架
空
料
金
請
求
詐
欺

　
　
～
「
電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
い
」
と
い
う
言
葉
が
出
た
ら
注
意

　
◦
預
貯
金
詐
欺
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐さ

欺ぎ

盗と
う

　
　
～
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
預
か
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
ら
注
意

　�

警
察
官
や
市
役
所
職
員
、金
融
機
関
職
員
な
ど
が
電
話
で
お
金
の
話
を
し
た
り
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
窓
口
「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
９
６（
３
８
１
）２
５
６
７

　�　�

自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
、
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
！
　
不
審
者
を
見
掛
け
た
り

被
害
に
あ
っ
た
り
し
た
ら
、１
１
０
番
ま
た
は
山
鹿
警
察
署
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

早
期
の
通
報
は
、
新
た
な
被
害
の
発
生
を
防
ぎ
ま
す
！

問�

山
鹿
警
察
署
・
山
鹿
警
察
署
協
議
会
・
山
鹿
地
区
防
犯
協
会
　
☎（
44
）０
１
１
０

山
鹿
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を
実
現
す

る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教
科
書
代
な
ど

 

職
業
訓
練
生
募
集

が
必
要
で
す
。一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、

雇
用
保
険
な
ど
を
受
給
し
な
が
ら
訓
練
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦ 

訓
練
場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

　
（
合
志
市
須
屋
）

◦ 

訓
練
科
目
・
訓
練
期
間

・
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

・
福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科

　

８
月
２
日
㈫
〜
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

・
Ｎ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
科

・
電
気
設
備
工
科

・
組
み
込
み
マ
イ
コ
ン
技
術
科

　

８
月
２
日
㈫
〜
令
和
５
年
２
月
27
日
㈪

◦ 

募
集
期
間　
６
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
訓
練
担
当

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

 「
失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援
者 

 

養
成
講
習
会
」
の
受
講
者
募
集

　
熊
本
県
が
実
施
す
る
こ
の
講
習
会
は
、

失
語
症
者
が
地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
失
語

症
の
症
状
や
対
応
方
法
を
理
解
し
、
会
話

の
支
援
や
日
常
生
活
上
の
外
出
場
面
に
て

意
思
疎
通
の
支
援
を
行
え
る
支
援
者
を
養

成
す
る
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
３
５

　

該
当
す
る
夫
婦
の
皆
さ
ん
を
山
鹿
市
敬

老
表
彰
式
典
で
表
彰
し
、
さ
ら
に
希
望
す

る
夫
婦
は
、
熊
本
日
日
新
聞
の
紙
面
に
名

前
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
表
彰
と
新
聞
掲
載

を
希
望
す
る
夫
婦
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

◦ 

該
当
す
る
夫
婦　
昭
和
47
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
結
婚

か
同
居
し
、
こ
と
し
で
満
50
年
を
迎

え
る
夫
婦
。

◦ 

申
し
込
み
方
法　
山
鹿
地
区
の
人
は
長

寿
支
援
課
へ
、
鹿
北
・
菊
鹿
・ 

鹿
本
・

鹿
央
地
区
の
人
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ 

受
付
期
間　
６
月
１
日
㈬
〜
７
月
８
日
㈮

　
令
和
５
年
山
鹿
市「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

の
運
営
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

対
象
者　
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成

15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◦ 

募
集
人
数　
10
人
程
度

◦ 

応
募
方
法　
社
会
教
育
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◦ 

募
集
締
め
切
り　
６
月
30
日
㈭

◦  

主
な
役
割　
実
行
委
員
会
議
、
前
日
準

備
や
リ
ハ
ー
サ
ル
、式
典
当
日
の
進
行
。

◦ 

開
催
日　
令
和
５
年
１
月
９
日
㈷

問
社
会
教
育
課　
　
　

☎（
43
）１
６
５
１

 
令
和
５
年
山
鹿
市「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」  

 
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

 

こ
と
し
金
婚
を
迎
え
る
夫
婦
の

 

皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。

※ 

敬
老
表
彰
式
典
は
、
９
月
に
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

長
寿
支
援
課　
　
　

☎（
43
）１
１
８
０

　

鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー
☎（
32
）３
１
１
１

　

菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー
☎（
48
）３
１
１
１  

　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
☎（
46
）３
１
１
１

　

鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー
☎（
36
）３
１
１
１

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
訓
練

生
の
募
集
で
す
。
在
宅
ワ
ー
ク
に
必
要
な

基
礎
知
識
を
習
得
し
ま
す
。
費
用
は
無
料

で
す
が
、テ
キ
ス
ト
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

◦
訓
練
場
所　

県
内
の
各
事
業
所

◦
募
集
期
限　

６
月
30
日
㈭

◦ 
訓
練
期
間　
８
月
２
日
㈫
〜

10
月
31
日
㈪

 

◦
定
員 
８
人 

　

 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

 

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校

 

職
業
訓
練
の
受
講
生
募
集
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県
立
装
飾
古
墳
館
・
菊
池
川
流
域  

 

古
代
文
化
研
究
会
歴
史
講
座

　　

文
化
財
専
門
員
に
よ
る
最
新
の
文
化
財

に
関
す
る
研
究
調
査
の
成
果
な
ど
を
紹
介

す
る
全
13
回
の
歴
史
講
座
で
す
。

第
３
回
講
座

◦ 

日
時　
６
月
26
日
㈰　

午
後
１
時
半
〜

３
時

◦ 

共
催　
菊
池
川
流
域
古
代
文
化
研
究
会

◦ 

演
題
　「
鞠き

く

智ち

城じ
ょ
うの
築
造
技
術
を
考
え
る

Ⅰ
―
古
代
山
城
の
門
礎
と
登
城
道
―
」

◦ 

講
師　
歴
史
公
園
鞠
智
城
温
故
創
生
館

亀か
め

田だ　

学
ま
な
ぶ

主
幹　

◦ 

場
所
　
鞠
智
城
研
修
施
設　
（
山
鹿
市

菊
鹿
町
米
原
４
４
３
―１
）　

◦ 

定
員
　
先
着
60
人
。
入
場
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦ 

受
け
付
け
開
始
　
６
月
１
日
㈬
か
ら

問 

県
立
装
飾
古
墳
館　

☎（
36
）２
１
５
１

　

 （
月
曜
休
館
・
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、

翌
日
休
館
）

　

放
送
大
学
で
は
、
10
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い

世
代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で
な
く
、
学

生
は
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な

と
き
に
受
講
で
き
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学

べ
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー新入

会
員
募
集

　　
山
鹿
市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
な

ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　

左
記
の
日
程
で
新
入
会
員
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
入
会
を
希
望
す
る

人
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

清
掃
、
草
取
り
、
剪せ

ん

定て
い

、
農
作
業
な

ど
の
会
員
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦��

説
明
会
期
日
　
６
月
８
日
㈬
・
22
日

㈬
・
７
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬

◦�

時
間　
午
前
10
時
〜

◦��

会
場　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎（
44
）１
８
５
０

 

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
。
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は

１
万
１
千
円
（
た
だ
し
、
入
学
金
は
別
）。

半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業
料

を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま
た
、
半
年
だ

け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
電
話
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

◦
出
願
期
限

　

第
１
回　

８
月
31
日
㈬

　

第
２
回　

９
月
13
日
㈫

問 
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

 

催　
し

 

県
立
装
飾
古
墳
館

 

鹿
角
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
体
験

　

鹿
の
角
を
材
料
に
ヤ
ス
リ
な
ど
の
道
具

を
使
っ
て
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

◦ 

開
催
日　
６
月
25
日
㈯

　

午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
正
午　

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

◦ 

定
員　
各
回
と
も
に
先
着
20
人

◦ 

料
金　
１
回
３
０
０
円

◦ 

申
し
込
み　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
は
、

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦ 

受
け
付
け
開
始
　
６
月
１
日
㈬
か
ら

問 

県
立
装
飾
古
墳
館　

☎（
36
）２
１
５
１

　

 （
月
曜
休
館
・
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、

翌
日
休
館
）

鹿角アクセサリー



〈 

有
料
広
告 

〉

案　内　版　Information

 

お
知
ら
せ

19　2022. ６　広報やまが

改
修
工
事
の
た
め
６
月

15
日
㈬
〜
７
月
20
日
㈬

ま
で
休
館
し
ま
す
。

さ
く
ら
湯

青
銅
器
が
も
た
ら
し
た
も
の　

〜
ム
ラ
か
ら
ク
ニ
へ
・
古
墳
時
代
前
夜
〜

◦
期
間　
６
月
18
日
㈯
〜
９
月
11
日
㈰

◦ 

時
間　
午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

（
入
館
は
午
後
４
時
45
分
ま
で
）

◦ 

内
容　
京
都
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る

熊
本
県
内
か
ら
出
土
し
た
青
銅
製
銅
矛

な
ど
６
点
が
里
帰
り
し
ま
す
。
こ
の
展

示
に
併
せ
て
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時

代
に
か
け
て
県
内
か
ら
出
土
し
た
青
銅

製
品
を
公
開
し
ま
す
。

◦
場
所　
県
立
装
飾
古
墳
館

　
（
山
鹿
市
鹿
央
町
岩
原
３
０
８
５
番
地
）

◦ 

観
覧
料　

大
人
４
３
０
円
、
大
学
生

２
６
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

問 

県
立
装
飾
古
墳
館　

☎（
36
）２
１
５
１

　

 （
月
曜
休
館
・
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、

翌
日
休
館
）

今月の 街角Gallery
ギャラリー６月

◉時間：午前11時半〜午後６時
　（毎週日曜定休。どちらも最終日は午後３時まで）

▶前期　第９回有働友
ともあき

明（山鹿市）個展
　出逢いの風景画を中心に油彩画約20点を展示。
　期間：６月１日㈬〜15日㈬
▶後期　大和武

たけ

史
し

（熊本市）傘寿記念展
　風景、静物などを描いた水彩画約20点を展示。
　期間：６月16日㈭〜 30日㈭

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）問�☎ (44)4835

｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）問�☎ (36)3838
▶一瞬の光 / アクリルとペンによる二人展
　遠藤徳

とくひと

人さん（熊本市）のアクリル画と【玉名美術協　
　会事務局・日展会友・白日会会友】の西川誠

せいいち

一さん（玉
　名市）のペン画による二人展。人物や季節の風景をモ
　チーフに描いた作品約20点を入れ替えながら展示。　
　期間：６月１日㈬〜30日㈭
◉時間：午前10時〜午後３時
　※月曜日休館（月曜が祝日の場合は、翌日が休館）
　　６月27日㈪〜８月上旬（ハス開花時期）は無休

※ 営業時間や催しなどが、事情により変更
や中止になる場合があります。なお、各
催しのチケット、主催者などのお問い合
わせは八千代座まで。　　問☎ (44)4004

【見学できない日】上記の日および４日㈯午後、12 日㈰
午後、24 日㈮、26 日㈰は見学できません。

開催日 行　事　名 時間 料金

８日㈬ 休　館　日 – –

25 日㈯ いぶき 特別公演 午後 有料

　 八千代座見学＆山鹿灯籠踊り「八千代座物語」
日　時　４日㈯、５日㈰、11 日㈯、１２日㈰、１３日㈪、　
　　　  18 日㈯、20 日㈪、27 日㈪（午前 11 時から）
見学料　大人 530 円、小中学生 270 円　（団体割引あり）
　※ 八千代座物語の鑑賞には、別途大人 500 円、小中

学生 250 円が必要です。詳しくは、山鹿温泉観光
協会ホームページをご覧ください。

　　（https://www.y-kankoukyoukai.com/)

山鹿市庄の庄
しょう
遺跡から出土

した「青
せいどうせいなかひろがたほこ
銅製中広形矛」
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相談 無料は
秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。
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税務相談 心配ごと相談 仕事の相談はお気軽に

年金出張相談

障がい児・者相談
専門の相談員が支援します。

【市役所福祉援護課 障がい福祉係】
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時

【山鹿健康福祉センター】
◦日時　６月１日㈬、８日㈬、
　　　15 日㈬、22 日㈬、29 日㈬
　　　　午前９時〜 11 時

【鹿北市民センター】
◦日時　６月 21 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【菊鹿市民センター】
◦日時　６月７日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【鹿本市民センター】
◦日時　６月 28 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【鹿央市民センター】
◦日時　６月 14 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

問福祉援護課　☎ (43)0052

認知症に関する相談
◦日時　６月８日㈬・22 日㈬
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

相談の時間は下記のとおりです。
◦一般相談
　午前９時〜正午
※ 予約制ではありませんので、お待

ちいただく場合があります。
◦司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10 時〜正午
◦法律相談（事前予約が必要）
  ・午前 10 時〜正午
  ・午後１時〜３時（本所・山鹿支   
　 所のみ）

※ 司法書士相談、法律相談のご利用
は、１人に付き年３回までです。

【山鹿健康福祉センター内社協本所・
山鹿支所】　☎ (43)1134
①一般相談　６月３日㈮
②�司法書士相談（登記関係）
　　　　　　６月 10 日㈮　※要予約
③法律相談　６月 24 日㈮　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎ (32)2696
①一般相談　６月２日㈭
②�司法書士相談（成年後見人・多重
　　　　　　　　債務・登記関係）
　　　　　　６月 16 日㈭　※要予約

【菊鹿ひまわり館】　☎ (48)5060
①一般相談　６月１日㈬
②法律相談　６月 22 日㈬　※要予約

【鹿本市民センター】　☎ (46)2206
◯一般相談　６月７日㈫

【鹿央地域福祉センター】
　☎ (36)3811
◯一般相談　６月６日㈪

◦日時　６月 14 日㈫ 
　　　　午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
※予約をした人が優先となります。
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

【フルタイム】　（月額）
①正・准看護師　17 万円〜
②障がい者就労支援指導員
　16 万円〜
③環境関連業務　181,000 円〜
④営業事務　20 万円
⑤メガネアドバイザー　175,000 円〜
⑥コンクリート製品製造工　17 万円〜
⑦タクシー乗務員　156,000 円
⑧倉庫作業員　215,478 円〜

【パートタイム】　（時間額）
①介護職員　900 円〜
②レジ係・商品管理業務　830 円〜
③総菜担当　850 円
④縫製・検査・仕上げ　825 円〜
⑤パンの仕上げ・販売　821 円〜
⑥配送ドライバー　900 円〜
⑦旅館清掃係　850 円〜
⑧工場内軽作業　850 円〜
※ 詳細はご来室、ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
　午前９時半〜午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎ (43)1724

　相談月の前月から電話で予約を受
け付けています。７月の予約を６月
１日㈬から受け付けます。なお、お
急ぎの人は年金事務所（予約専用ダ
イヤル（0570）054890）をご利用く
ださい。

【７月相談日】　※要予約
６日㈬、13 日㈬、20 日㈬、27 日㈬
・時間　午前 10 時〜午後３時
・場所　市役所会議室

問国保年金課　☎ (43)1576

至 福岡

至 熊本 

至 玉名 至 菊池 

至 南関

●警察署 

●山鹿バス
　センター 

　老人福祉
●センター 

●市役所 
●八千代座 

山鹿中央
病院
● 

●温泉プラザ 

国
道
３
号 

県道200号 

国道325号 

鹿本総合庁舎 
　●

国道443号 

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134

・日時　６月９日㈭
   　　　午後１時半〜４時半
・場所　鹿北市民センター相談室

問鹿北市民センター　☎ (32)3111

定 例 相 談
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４ 問市民課　☎(43)1169

うぶごえ

およろこび

※４月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

鹿　北
　岩　野

▲

永田　大樹さん♥髙山　美穂さん
鹿　央
　千　田

▲
守川　政利さん♥齊藤　李奈さん

鹿　本
　来　民

▲

吉野　琥
こ

陽
はる

さん　木野凪
な

乃
な

花
か

さん
　稲　田

▲

前田　光
ひか

璃
り

さん　

山　鹿
　山　鹿

▲

麻生　怜
り

功
く

さん　永村　　碧
あお

さん
　　　　　坂本　悠

は

琉
る

さん　作田　季
き

穂
ほ

さん
　　　　　池上　月

つか

紗
さ

さん　
　米　田

▲

一法師光
ひか

翔
る

さん　古江　心
こ

春
はる

さん
　八　幡

▲

丸山なな世
せ

さん　平川　いとさん
　平小城

▲

中村日
ひ

菜
な

香
か

さん
　三　岳

▲

髙森　　蓮
れん

さん　
　三　玉

▲

伊藤　和
かず

希
き

さん　
　大　道

▲

齋藤　陽
ひ

菜
な

さん　木村　應
おう

志
し

さん

山　鹿
　山　鹿

▲

諌山　直樹さん♥山崎まどかさん
　三　玉

▲

谷口　　翔さん♥髙山　　優さん

おくやみ
山　鹿
　山　鹿

▲

古家ノビエさん(98)　船津眞佐子さん(80)
　　　　　平尾　澄子さん(89)　中村　　博さん(85)
　　　　　岩下　雄二さん (78)
　米　田

▲

坂梨　公典さん(90)　森　トミエさん(99)
　川　辺

▲

吉永ミエ子さん (96)
　八　幡

▲

金光マサコさん(99)　鹿子木フミヨさん(98)
　　　　　本田　幸子さん(90)　鹿子木　到さん(96)
　　　　　井上アキ子さん (78)　
　平小城

▲

伊豆永イサヲさん(90)　山口　政人さん(84)
　三　岳

▲

河邉　龍起さん(92)　上田ツヨ子さん(96)
　三　玉

▲

池田　節子さん(84)　古本美智子さん(91)
　　　　　松本　辰己さん (82)　
　大　道

▲

宮本　正義さん(78)　西嶋　　弘さん(59)
　　　　　藤好　和彦さん (58)　

鹿　北
　岳　間

▲

黒田　正志さん (83)
　岩　野

▲

野中　　正さん(85)　大渕　　最さん(90)
　　　　　栗原ます子さん(68)　石貫　正次さん(94)
　　　　　立岡　松子さん (96)　
菊　鹿　　　
　内　田

▲

栗原チヨコさん(90)　児玉　愛子さん(88)
　六　郷

▲

石川ユキヱさん(95)　大坂　　士さん(80)
　　　　　東　千代子さん(94)　石川　正嗣さん(74)
　　　　　冨田　信子さん(96)　宮﨑トモカさん(99)
　城　北

▲

髙田　艶子さん (87)　
鹿　本
　稲　田

▲

芹川　信夫さん(92)　江住　信子さん(97)
　中　富

▲

竹下スミエさん (90)　
鹿　央
　千　田

▲

小田　和法さん(68)　富岡　純子さん(80)
　　　　　岡山　忠和さん(68)　小田　洋一さん(84)
　米野岳

▲

川嵜　悦子さん (91)
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山鹿市内の子育て支援センター・子育て世代包括支援センター・保育園・
幼稚園・小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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『こどもたちに囲まれて』
　　　　　　　三岳保育園 ☎ (43)3874

『こいのぼりを見に行きました』
　　　　山鹿中央保育園 ☎ (44)3653

カメさんのお世話楽しいよー！

　5 月 5 日のこどもの日
にあわせて、毎年 4 月か
ら 5 月にかけ、サンパレ
ス松坂さんが吉田川河川
敷にこいのぼりを飾られ
ています。園児たちは、
これを見に行くことを楽
しみにしていて、ことしも早速見に行きました。
　普段、散歩の途中に遠くから見ていましたが、近
くで見るこいのぼりは迫力があり、あまりの大きさ
に驚く子どもたちの姿がありました。中には、こい
のぼりの歌を思い出し「これが一番大きいからお父
さんで、あの小さいのが子どもだよ」や「僕のお家
にもある」といった会話をする子どもたちもいまし
た。こんなに間近で大きいこいのぼりを見たり触っ

たりすることがで
きるのは、とても
貴重な体験です。
　地域との交流を
通して、昔からの
伝統行事を子ども
たちに伝えていき
たいと思います。

吉田川の大きなこいのぼり

早く風が吹かないかなあ！

　本校は、令和４年度で創立 55 年目を迎えます。商
業科、情報管理科、機械科、電子機械科の４学科で編
成しており「創造」「礼節」「勤労」の校訓のもとに、
さまざまな教育活動を通して誠実で自立した産業人の
育成を目指し、日々励んでいます。今後も地域に根ざ
した教育活動を実践し、生徒一人一人が何ごとにも自
ら進んで果敢に挑戦し、人間として大きく成長できる
よう学校全体で取り組みます。

熊本県立鹿本商工高等学校　☎ (46)3191

鹿本商工高等学校データ　藤本 隆
たかし

校長　生徒数 298 人

　　「進
し ん

　取
し ゅ

　果
か

　敢
か ん

」～成長に向けた挑戦～
　　　　自ら判断し、自ら行動する

山鹿中央保育園保育教諭　廣岡　春
はる

菜
な

三岳保育園園長　井上　久
ひさ

美
み

熊本スーパーハイスクール
「クリエイトハイスクール」指定

商業系学科と工業系学科が協働し
て商品開発した「アルコール噴霧
器」を市役所へ寄贈しました。

　令和３年度から令和６
年度まで熊本県教育委員
会より指定を受け、地元
企業との連携や、本校だ
からこそできる商業系・
工業系学科の横断的な取
り組みを通して、実社会
で通用する実践的で発展
的な学びの充実に努めて
います。

就職に強い鹿本商工 !!
コロナ禍でも就職率 100％ !

　令和３年度も、卒業生全員が就職・進学ともに自
らの進路目標を達成することができました。

資格に強い鹿本商工 !!　技術・技能が身に付く !

　生徒たちは、商業や工業に関する資格を多数取得
しているほか、各種競技大会では県大会で優秀な成
績を修めたり、九州大会や全国大会に出場したりし
ています。

全国・九州高等学校
ビジネス計算競技大会
熊本県予選　団体総合競技

電卓の部　優勝

熊本県工業高等学校
生徒研究発表

熊本大学工学部長賞
（準優勝）

　去年、うめ組（３歳児）のクラス便りに、園で子
どもたちがカメのお世話をしている話題を掲載した
ので紹介します。毎日、うめ組さんが餌やりや水替
えをしているのですが、11 月のある日、カメが砂の
中に潜る様子を見た子どもが「寒いのかなあ」と気
付き、２月まで砂から出て来なかったことで、カメ
も冬眠することを発見したときは、みんなとても驚
きました。そして、暖かくなりカメさんが日に日に
活発になると、世話がさらに楽しくなったようです。
カメの見守りや、観察のことをクラス便りに連載し
たことで、それを読んだ保護者から質問を受けても

「子どもさんに聞いてください、または、次号でお
知らせします」と、子どもに聞くか、次号を読まな
いと分からないようにしたところ、保護者から親子
のコミュニケーションが増えたと聞きます。
　ことしも啓

け い ち つ

蟄が過ぎ雨の日が続くと、カメさんが
まぶしい目で砂まみれ
の顔を見せてくれまし
た。本当にホットする
瞬間です。子どもたち
に囲まれた　　さん、
保育園暮らしも推定
25 年目になります。
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図書館スタッフ おすすめの１冊
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

夏目漱石の『僕ちゃん』など図書館でお
尋ねされる「覚え違い」をまとめた本。
タイトルや内容がうろ覚えでも職員が一
緒にお探しします。

【ひだまり】【こもれび】

『100 万回死んだねこ　覚え違いタイトル集』
福井県立図書館 / 著・編　講談社 / 出版

《情報》

なかなか寝ようとしない女の子。お父さ
んはユニークなゲームで女の子を眠りに
誘います。おやすみ前の読み聞かせにぜ
ひ。

【ひだまり】【こもれび】

『こんなかお、できる？』
ウィリアム・コール / 作　トミー・ウンゲ
ラー / 絵　こみやゆう / 訳　好学社 / 出版

《えほん》

図書館の情報は
こちらから

問い合わせ先
�　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
�　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

休 

館 

日

 ひだまり図書館

�６月６日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪

 こもれび図書館

�６月１日㈬・８日㈬・15日㈬・22日㈬
�29日㈬

　

山
鹿
市
消
防
本
部
で
は
、
消
防

法
お
よ
び
火
災
予
防
条
例
に
よ
り

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
、
そ

の
取
り
付
け
や
取
り
換
え
サ
ポ
ー

ト
を
、
６
月
１
日
㈬
か
ら
開
始
し

ま
す
。
高
齢
者
の
世
帯
を
対
象
に
、

消
防
職
員
が
取
り
付
け
や
取
り
換

え
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

●
サ
ポ
ー
ト
制
度
の
対
象
者

　

山
鹿
市
に
居
住
し
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
自
分
で
取
り
付
け
た

り
、
取
り
換
え
た
り
す
る
こ
と
が

困
難
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
世
帯
と
し
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世

　

帯
お
よ
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
設
置
が

　

困
難
な
人
の
世
帯

●
取
り
付
け
日
時

　

月
曜
〜
金
曜

　

午
前
９
時
〜
11
時
半

　

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

●
申
し
込
み
方
法

 「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付

け
・
取
り
換
え
申
込
書
兼
承
諾
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
山
鹿
市

消
防
本
部
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

取
り
付
け
や
交
換
の
工
賃
は
無

料
で
す
が
、
事
前
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
購
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
提
出

　

で
き
ま
す
。

※
申
込
兼
承
諾
書
は
消
防
本
部
お

　

よ
び
各
分
署
に
あ
り
ま
す
。

※
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課　

 

☎︎（
43
）９
１
１
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
）５
１
１
0

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
・
取
り
換
え
サ
ポ
ー
ト
制
度

お
し
ら
せ

ひだまり図書館　こもれび図書館

『山鹿郷土かるた』貸し出し

　山鹿市内の小中学生が、山鹿の名所
や良いところを描いた「山鹿・郷土か
るた」を図書館で貸し出しています。
遊びながら山鹿の魅力を学べるかるた
です。ぜひご利用ください。

山鹿・郷土かるた



 

お
知
ら
せ

瑞宝双光章 (消防功労 )

柿内　敬
けい

二
じ

さん
山鹿（山鹿）

瑞宝双光章 (防衛功労 )

月足　雄
ゆう

司
じ

さん
長（菊鹿）

叙勲受章おめでとうございます
社会の広い分野での長年の功績により受章した皆さんを紹介します。
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４/28　豊かな菊池川を取り戻したい…菊池川漁業協同組合が稚アユを放流

　菊池川とその支流の岩野川や上内田川に、稚アユ約35万匹が放流
されました。これは、有明海から河川上流へ遡

そ じ ょ う

上する天然アユが減
少していることから、これを維持するために菊池川漁業協同組合（
江藤俊

と し

男
お

組合長）が毎年取り組んでいるもので、この日は、漁協関
係者の他、菊池川河川事務所、鹿本地域振興局など河川管理職員も
駆けつけ、漁協の養殖場で４㌢ほどに育った稚アユを、各河川に放
流しました。

上内田川に放流する菊池川漁協の山品隆
たかゆき

幸理事
（左）と菊池川河川事務所の職員

５/ ７　「人生 100 年時代」とともに…第71 回熊本県地域婦人会大会が八千代座で開催

大会宣言を朗読する荒尾副会長

　女性の教養を高め、明るく豊かな地域づくりに取り組む県内各地域
婦人会が、青少年健全育成、環境問題、男女共同参画社会の実現、
少子高齢化などさまざまな課題に共に取り組むことを誓い合う大会と
して毎年開催しているもの。第71回目となる本年は、12年振りに山
鹿市で開催され、５郡９市から計約350人が八千代座に集いました。
　この日は、山鹿中学校合唱部、太鼓部、吹奏楽部の迫力ある演奏
や、山鹿市地域婦人会の荒尾智

ち え こ

恵子副会長が大会宣言を朗読し「人
生100年時代とともに」をテーマに交流が行われました。

５/10　子どもたちに経験を　地域に活力を…株式会社 LibWork が特別協賛

　市内の小・中学生を無料で招待するとして、目録の贈呈式が行わ
れました。これは、５月21日、22日の0

おくろっく

96k熊本歌劇団八千代座公
演について、八千代座桟敷会の長曽我部徹

とおる

代表世話人が、株式会社
LibWorkの瀬口力

ちから

社長へ協力を依頼したもので、瀬口社長は贈呈式で
「子どもたちに歌舞伎や歌劇を見ることができる貴重な機会なのでぜ
ひ見せてあげたい。また、このことで文化の振興や地域の活力に繋が
れば」と語り、児童生徒代表の山鹿小６年船津晴

す み

零
れ

さんと山鹿中３年
本並真

ま お

於さんにチケットの目録を贈呈しました。
中央左から山鹿小６年船津さん、山鹿中３年
本並さん、瀬口社長、096k 熊本歌劇団員の

佛田ひかりさん、長曽我部代表世話人



 

お
知
ら
せ

25　2022. ６　広報やまが

３/23　赤ちゃんとお母さんを優しく包みたい…かもと稲田支援学校高等部生徒が心を込めて制作

出来上がった色とりどりのティッシュケース
を抱える後迫校長（左）と村上教諭

4/13　菊鹿の昔話を探る！…菊鹿小学校４年生が冊子を制作

左から冊子を手にもつ早田宗
むね

生
お

校長、松本千
ち

夏
なつ

さん、早田市長、市原聡
そう

祐
すけ

さん、堀田教育長

4/19　皆さまに親しまれて 150 年…さくら湯入湯者150 万人達成

　さくら湯の入湯者が2012年11月の再建から約９年５カ月で150万
人に達し、記念式が開催されました。150万人目の入湯者は福岡市か
ら訪れた阿部祐

ゆ う

平
へ い

さんと古賀義
よ し

昭
あ き

さんで、早田順
じゅん

一
い ち

市長が感謝状と
記念品を贈呈しました。２人はさくら湯内にある茶室「池の間」で早
田市長、阿蘇品貴

た か

司
し

山鹿市地域振興公社理事長らと一緒に岳間茶を
楽しみながら灯籠踊りを鑑賞しました。1872年にさくら湯が温泉と
して改築されてからことしで150年を迎え、入湯者が150万人に達し
たことはとても記念すべきものとなりました。

　菊鹿小学校４年生32人が、菊鹿に伝わる昔話の舞台となった史跡
を、記者として訪れて調べ「菊池川流域の恵み体験協議会」協力の
もと１年かけて冊子にまとめました。菊鹿の魅力を知ってもらうた
め冊子は２千部発行し、市内の公共施設や道の駅などへ配布されま
した。この日、早田順

じゅん

一
い ち

市長に冊子を贈呈した、冊子の制作メンバー
の松本千

ち

夏
な つ

さんは「菊鹿の昔話についてみんなで調べました。調べ
たことが冊子として形にできてうれしいです」と話しました。

　高等部の２年生（現３年生）が、ポケットティッシュケースを制作
し児童館へプレゼントしました。これは、市立児童館４館が合同で実
施していた「赤ちゃんと高校生のふれあい交流会」がコロナ禍のため
中止になったことから、生徒たちが自ら考え、お母さんや赤ちゃんに
喜んでほしいという思いで制作を企画。布の裁断からミシンかけ、ア
イロン仕上げまで11人全員が協力して50個を制作しました。この日、
後
うしろ

迫
ざ こ

貴
き り こ

利子校長と村上裕
ゆ う

子
こ

教諭が、生徒たちが「すくすくと大きくな
りますように」と書いたメッセージを添えて児童館へ贈呈しました。

４/22　灯籠まつりへ思いを込めて…灯籠まつりの始まりを告げる灯籠制作開始祭

　この日、大宮神社で、山鹿灯籠師組合の灯籠師８人が神事に臨み
ました。神事では、玉串を奉納した後、作業の安全と灯籠まつりの
開催を願い、田中久

く み こ

美子組合長が、灯籠の材料である和紙に最初の
刃入れを行う「刃物入れの儀」を奉納しました。田中組合長は「新
型コロナにより灯籠の街頭展示が難しくなっていますが、ことしは
たくさんの人に見てもらうことを実現できればと思います」と話し
ました。ことしは26基を制作する予定で、８月16日㈫に大宮神社に
奉納されます。

作業の安全と灯籠祭の開催を祈願し
刃物入れの儀を奉納する田中組合長

左から阿蘇品理事長、阿部さん、
古賀さん、早田市長



 

投
稿
の
ペ
ー
ジ

●�みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、原稿や写真を山鹿市役所秘書広報課へ郵送または持参してください。
●�紙面の都合で掲載を調整する場合があります。

広報やまが　2022. ６　26

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
、
日
程
な
ど
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
大
宮
神
社
）

☎（
44
）１
２
５
７

◦ 

場
所　
桜
町
鬼
木
ホ
ー
ル（
市
役
所
横
）

◦ 

練
習
日　
水
曜
日
（
毎
月
２
〜
４
回
）

◦ 

時
間　
①
午
後
６
時
〜　

②
午
後
７
時

半
〜　

ど
ち
ら
も
１
時
間

◦ 

費
用　
箏こ

と
づ
め爪
代
実
費
、
楽
器
借
用
料
の

一
部
は
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦ 

発
表
会　
「
ち
い
さ
な
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
こ
ん

さ
あ
と
」
を
８
月
に
計
画
中
。

◦ 

指
導　
小
路
永
こ
ず
え
・
小
路
永
和か

ず

奈な

※ 

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
状

況
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン

や
少
人
数

レ
ッ
ス
ン
に

な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
小
路
永
）

☎
０
９
０（
９
５
８
１
）１
０
３
４

�

こ
と
チ
ェ
ル
ト
ラ
イ
ブ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
10�

�

〜
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
う
た
〜こ

と
チ
ェ
ル
ト

　

４
月
に
仕
込
ん
だ
手
作
り
味み

そ噌
の
熟
成

に
合
わ
せ
た
、
こ
と
・
フ
ル
ー
ト
に
よ
る

「
味
噌
」コ
ン
サ
ー
ト
。「
ミ
」「
ソ
」を
使
っ

た
曲
や
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
ち
な
ん
だ
曲
も
演
奏

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

◦�

日
時　
６
月
４
日
㈯　

開
演
①
午
前
11

時
②
午
後
２
時
（
２
回
公
演
・
各
60
分
）

開
場
は
ど
ち
ら
も
開
演
15
分
前
。

◦
場
所　
桜
町
鬼
木
ホ
ー
ル（
市
役
所
横
）

◦�

出
演　
小
路
永
こ
ず
え
・
小
路
永
和か

ず

奈な

（
箏こ

と

）・
吉
永
洋よ

う

子こ

（
フ
ル
ー
ト
）

◦�

曲
目　
み
そ
の
う
た
・
双そ

う
じ
ゅ樹
・
群ぐ

ん

青じ
ょ
う

他

◦�

入
場
料　
大
人
１
５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
５
０
０
円
（
み
そ
汁
付
き
）

◦�

申
し
込
み　
席
数
（
15
人
）
限
定
。
事

前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
入
場
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
小
路
永
）

☎
０
９
０（
９
５
８
１
）１
０
３
４

米粉で作られたお守り

�

山
鹿
こ
ど
も
お
こ
と
教
室

�

メ
ン
バ
ー
募
集
！やま

が
和
楽
器
伝
承
塾

　

山
鹿
が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
和
楽
器
の

音
色
が
聞
こ
え
る
町
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
６
年
前
か
ら
開
催
し
て
い
る
教
室

で
す
。
こ
の
度
「
文
化
庁
伝
統
文
化
親
子

教
室
事
業
」
の
採
択
を
受
け
ま
し
た
。
一

緒
に
お
箏こ

と

を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

対
象
者　
小
学
３
年
生
〜
高
校
生

◦ 

期
間　
６
月
８
日
㈬
〜
令
和
５
年
１
月

令和３年度の教室の様子

�

熊
本
県
民
体
育
祭
水
泳
競
技

�

予
選
会
参
加
者
募
集（
参
加
無
料
）

山
鹿
市
水
泳
協
会

　

９
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
に
「
水
俣
・
葦

北
」
で
開
催
さ
れ
る
県
民
体
育
祭
に
向
け

て
の
予
選
会
を
開
催
し
ま
す
。
出
場
を
希

望
す
る
人
、
ま
た
、
自
分
の
記
録
を
知
り

た
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　
６
月
18
日
㈯　

午
後
１
時
開
会

◦
場
所　
山
鹿
市
民
プ
ー
ル

◦�

参
加
資
格　
山
鹿
市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
し
てい
る
人
で
、
県
民
体
育
祭
当
日

に
18
歳
以
上
で
、
学
生
で
は
ない
こ
と
。

◦�

種
目　
50
㍍
自
由
型
、
平
泳
ぎ
、
背
泳

ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（一
人
何
種
目
で
も
可
）

◦�

申
し
込
み　
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況

に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
山
崎
）

☎
０
８
０（
５
６
０
８
）１
２
６
５

�

無
病
息
災
祈
願

�「
犬
子
ひ
ょ
う
た
ん
」

大
宮
神
社

　

本
年
の
大
宮
神
社
境
内
社
「
八
坂
神

社
」
の
「
犬
子
ひ
ょ
う
た
ん
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
授
与
期
間

を
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

◦ 

場
所　
大
宮
神
社
社
務
所

◦ 

授
与
期
間　
６
月
11
日
㈯
〜
15
日
㈬

◦ 

時
間　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
（
15
日

㈬
は
午
後
８
時
ま
で
）

※ 

各
日
の
数
量
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

�

プ
ー
ル
の
夏
が
や
っ
て
く
る

�

山
鹿
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
！

（
指
定
管
理
者
）
ビ
ル
環
境
熊
本
株
式
会
社

　

暑
い
季
節
は
、
大
き
い
プ
ー
ル
で
ひ
と
泳

ぎ
。
そ
れ
と
も
、
ひ
ょ
う
た
ん
プ
ー
ル
で
水

遊
び
！
多
彩
な
イ
ベン
ト
の
用
意
か
ら
水
泳

協
会
主
催
に
よ
る
水
泳
教
室
の
開
催
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
今
年
も
み
ん
な
で

暑
い
夏
の
思
い
出
づ
く
り
と
健
康
と
体
力

増
進
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◦  

開
始
日　

６
月
18
日
㈯　

午
前
10
時

◦ 

営
業
時
間
（
平
日
）午
後
１
時
〜
６
時

�

第
７
回
く
ま
も
と
県
北
病
院

�

市
民
公
開
講
座
（
無
料
）

く
ま
も
と
県
北
病
院

◦
日
時　
６
月
11
日
㈯

　

午
前
11
時
〜
正
午（
午
前
10
時
半
開
場
）

◦
場
所　
く
ま
も
と
県
北
病
院
２
階

　
　
　
　

た
ま
き
な
ホ
ー
ル

◦ 

講
師　
く
ま
も
と
県
北
病
院

　

名
幸
久ひ

さ

仁と

循
環
器
内
科
医
長

　

 （
く
ま
も
と
禁
煙
推
進
フォ
ー
ラ
ム
理
事

日
本
禁
煙
学
会
専
門
医
）

◦ 

演
題　
「
大
切
な
あ
の
人
に
タ
バ
コ
を
や

め
て
も
ら
う
方
法
」

◦
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
配
信　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
：
Ｉ
Ｄ

　
【
８
３
８　

７
９
１
３　

４
８
４
５
】

　

パ
ス
コ
ー
ド　
【
７
３
５
０
０
０
】

※
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
視
聴
は
先
着
１
０
０
人

※ 

事
情
に
よ
り
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
み
の
開
催

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
く
ま
も
と
県
北
病
院

総
務
課
）
☎
０
９
６
８（
79
）７
３
２
３
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�

ウ
ク
ラ
イ
ナ
募
金
の
報
告
と
お
礼

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
鹿
も
て
な
し
た
い

　

３
月
20
日
か
ら
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど

も
た
ち
に
笑
顔
を
！
」
と
題
し
て
缶
バ
ッ

ジ
販
売
に
よ
る
募
金
を
行
い
、
集
ま
っ
た

募
金
11
万
２
７
２
６
円
を
、
４
月
18
日
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
に
送
金
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◦
内
訳

・
鞠き

く

智ち

城じ
ょ
う

謎
解
き
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
会
場

　

１
万
４
３
０
０
円

・
お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演
会
場

　

１
万
７
千
円

・
山
鹿
温
泉
祭
会
場　

４
万
１
６
７
６
円

・ 

民
生
委
員
会
、
店
舗
委
託
、
会
員
さ
ん

他
３
万
９
７
５
０
円

※ 

募
金
は
継
続
中
で
す
。
希
望
す
る
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
小
川
）

☎
０
９
０（
５
７
４
７
）５
１
３
６

�

山
鹿
大
好
き
！
さ
く
ら
湯
朝
市

も
て
な
し
マ
ル
シ
ェ

◦
日
時　
６
月
26
日
㈰　
午
前
７
時
〜
10
時

◦
場
所　
さ
く
ら
湯
多
目
的
広
場

◦
内
容　
健
康
野
菜
や
手
作
り
品
販
売
、

�

相
続
・
遺
言
に
関
す
る

�

法
律
教
室
＆
相
談
会
（
無
料
）

熊
本
県
司
法
書
士
会

　
事
前
に
知
っ
て
い
れ
ば
・
・
・
ま
さ
か

の
と
き
に
備
え
る
た
め
、
司
法
書
士
に
よ

る
相
続
・
遺
言
に
関
す
る
法
律
教
室
と
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
さ
い
。事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
時　
７
月
９
日
㈯　

　

 

①
「
相
続
・
遺
言
法
律
教
室
」

　
　

午
後
１
時
〜
１
時
50
分（
定
員
４
組
）

　

②
「
無
料
相
談
会
」

　
　

午
後
２
時
〜
４
時
（
定
員
８
組
）

※ 

一
組
２
人
以
内
で
、
30
分
以
内
。

缶バッジ販売の様子

�

火
の
国
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
ズ

�

ホ
ー
ム
公
式
戦火

の
国
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
ズ

◦ 

日
時　
６
月
24
日
㈮
・
25
日
㈯
・
26
日
㈰

い
ず
れ
も
午
後
１
時
開
始

◦
対
戦
相
手　
大
分
Ｂ
―Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ

◦ 

入
場
料　

大
人
千
円
・
高
校
生
以
下

５
０
０
円
・
未
就
学
児
無
料

◦ 

当
日
券　
午
前
11
時
か
ら
球
場
で
販
売

◦ 

場
所　
山
鹿
市
民
球
場

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
Ｋ
Ｐ
Ｂ　
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ

ｅ
ｃ
ｔ
株
式
会
社
）

☎
０
９
６（
２
８
４
）１
８
５
５

�

不
動
産
で
気
に
な
る
こ
と

�

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
相
談
無
料
）

コ
ー
エ
イ
株
式
会
社

　

空
き
家
の
管
理
、
売
却
、
相
続
、
遺
言

な
ど
不
動
産
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
や

お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

ど
ん
な
こ

と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
不

動
産
問
題
解
決
の
プ
ロ
が
対
応
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
６
月
26
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午

後
４
時

◦ 

場
所　
コ
ー
エ
イ
不
動
産
（
菊
池
市
野

間
口
３
３
８

−

１
）

◦
定
員　
先
着
４
組

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
平
川
）

☎
０
９
６
８（
23
）７
１
０
０

山鹿市民プール

�

太
極
拳
早
朝
体
験
学
習
の

�

ご
案
内

や
ま
が
太
極
拳
愛
好
会

　

さ
わ
や
か
な
空
気
の
も
と
、
健
康
的
な

太
極
拳
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

期
間　
７
月
〜
８
月
の
日
曜
日

◦ 

時
間　
午
前
６
時
〜
７
時

◦ 

場
所　
ス
ー
パ
ー
ミ
カ
エ
ル
駐
車
場

◦
参
加
費　
無
料

◦ 

対
象　
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
。
初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
中
原
）

☎（
44
）６
８
４
９

�

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦ 

日
時　
６
月
26
日
㈰　

午
前
９
時
半
〜

11
時
半

◦
場
所　
湯
の
端
公
園

◦ 

出
演　
タ
ヒ
チ
ア
ン
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ー

リ
ン
グ
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
鹿

北
中
音
楽
部
、
山
鹿
中
太
鼓
部

◦ 

参
加
費　
無
料

 

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
小
川
）

☎
０
９
０（
５
７
４
７
）５
１
３
６

◦
場
所　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
県
司
法
書
士
会
）

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
８
８
９

　
（
土
・
日
と
夏
休
み
期
間
）

　
 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
な

ど
に
よ
り
営
業
時
間
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◦
料
金　
一
般
・
大
学
生　

２
６
０
円

　

高
校
生
以
下　

１
３
０
円

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
ビ
ル
環
境
熊
本
株
式

会
社
）　　
　
　
　

 

☎（
44
）０
７
５
７

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

※
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
古こ

ふ布
屋
藍あ

い

椿つ
ば
き）

☎
０
９
０（
３
１
９
６
）４
７
８
３
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短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

鹿
北
か
じ
か
会
　
四
月
例
会

●
島
北
鎌
岳
選

こ
ら
ど
う
し　

理
屈
じ
ゃ
親
に
負
け
と
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
千
鶴
子

よ
う
で
け
た　

や
っ
ぱ
努
力
に
ゃ
勝
て
ん
ば
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

正
子

待
ち
な
は
り　

あ
せ
が
ら
ん
て
ち
ゃ
迎
え
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
ひ
ろ
み

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
四
月
例
会

●
荒
木
又
衛
門
選

う
れ
し
さ
が　

つ
い
に
姑
を
野
辺
送
り

川
上　

火
男

夢　

世
界
平
和
を
祈
る
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

白
扇

さ
あ　

ロ
シ
ア
の
暴
挙
誰
が
阻
止

桑
原　

真
覚

思
い
出　

今
で
は
喧
嘩
し
た
事
ッ
も長

野　

お
節

よ
か
よ
か　

気
ィ
使
わ
ん
ち
ゃ
分
か
っ
と
る

浦
上　

公
子

●
松
村
こ
ゆ
き
選

夢　

や
っ
ぱ
り
嬶
に
敷
か
れ
と
る

岡
田　

真
青

よ
か
よ
か　

長
い
人
生
無
駄
は
無
か竹

下　

賀
松

待
っ
と
っ
た　

快
音
響
く
甲
子
園

遠
藤　

上
気

う
れ
し
さ
が　

孫
の
一
言
こ
み
上
ぐ
る

大
倉　

和
人

さ
あ　

犬
と
ふ
た
り
で
バ
ー
ス
デ
ー木

庭
野
々
花

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

柔
ら
か
き
命
抱
き
て
花
く
ぐ
る　
　
　
　

飯
川　

貞
子

花
冷
え
や
部
活
の
子
ら
の
走
り
行
く　
　

岩
井　

照
代

マ
ス
ク
取
り
肺
が
喜
ぶ
春
の
風　
　
　
　

岩
下
ソ
ヨ
子

山
鹿
俳
句
会
　
五
月
例
会

●
利
光
釈
郎
選

風
蘭
の
下
に
目
高
飼
っ
て
を
り　
　
　
　

光
永　

紀
子

蕗
の
葉
の
掬
ふ
狭
庭
の
夏
落
葉　
　
　
　

森　
　

久
雄

向
日
葵
の
踏
み
に
じ
ら
れ
し
國
よ
嗚
呼　

谷
崎　

弘
枝

鹿
本
短
歌
会
　
　
四
月
詠
草

●
大
友
清
子
選

コ
ロ
ナ
禍
に
休
園
の
孫こ

は
バ
バ
ヌ
キ
を
賑
や
か
に
す
る
祖
父
母
と
と
も
に　

中
山　

秀
子

杉
大
樹
暗
く
並
べ
る
境
内
の
鎮
も
り
み
れ
ば
人ひ

と

生よ

短
か
し　
　
　
　
　
　
　

荒
尾
智
恵
子

昨
日
見
し
す
み
れ
の
花
を
又
見
む
と
紫
の
色
探
す
芝
の
上へ　
　
　
　
　
　
　

松
山　

恭
子

石
人
短
歌
会
　
　
四
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

豆
よ
り
も
泣
声
恐
る
父
鬼
と
抱
き
し
め
る
母　

福
は
吾
子
か
な　
　
　
　
　

米
原　

秀
一

楽
し
み
て
歩
く
こ
と
な
ど
な
く
な
り
し
九
十
歳
の
春
を
生
き
を
り　
　
　
　

鬼
木　

芳
子

捜
索
の
ヘ
リ
の
二
台
と
並
行
に
雁
が
飛
び
ゆ
く
夕
八
幡
港　
　
　
　
　
　
　

堀
田　

恵
美

鹿
北
短
歌
会
　
　
四
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

電
動
自
動
の
世
に
生
き
会
え
て
老
い一
人
知
ら
せ
る
ブ
ザ
ー
に
言
葉
か
け
ゐ
る　

德
永　

則
子

次
次
と
退
院
さ
れ
る
空
き
ベ
ッ
ド
静
か
な
部
屋
に
寝
返
り
を
打
つ　
　
　
　

古
川　

恵
子

水
面
に
は
夕
日
さ
ざ
波
煌き

ら

め
き
て
水
鳥
た
ち
は
集
い
て
憩
う　
　
　
　
　
　

伊
藤　

ゑ
み

菊
鹿
短
歌
会
　
　
四
月
詠
草

藤
の
花
山
の
な
だ
り
に
艶
め
き
て
新
た
な
職
場
に
わ
れ
は
向
か
え
り　
　
　

渕
上　

修
次

●
渕
上
修
次
選

夕
暮
れ
の
東
の
空
へ
鷺さ

ぎ

の
群
拡
げ
た
羽
も
点
と
な
り
行
く　
　
　
　
　
　
　

渕
上
ヨ
シ
子

教
え
子
の
結
婚
式
の
ス
ピ
ー
チ
に
月
日
の
成
長
今
日
は
晴
れ
の
日　
　
　
　

江
﨑　
　

愛

三
岳
短
歌
会
　
　
四
月
例
会

●
有
働
真
澄
選

温
き
日
は
わ
た
し
も
外
に
出
て
み
や
う
天
道
虫
の
背
中
が
ひ
か
る　
　
　
　

田
中
美
千
代

だ
れ
も
居
ぬ
隣
家
の
庭
に
白
く
咲
く
思
ひ
出
多
き
野
苺
の
花　
　
　
　
　
　

中
原　

節
子

群
が
り
て
小
花
つ
け
た
る
仏
の
座
小
さ
き
蝶
が
き
て
遊
び
ゐ
る　
　
　
　
　

戸
次　

幸
子

お
わ
び
： 

５
月
号
に
掲
載
し
た
石
人
短
歌
会
三
月
詠
草

の
句
に
誤
字
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
わ
び
を

申
し
上
げ
、
再
度
掲
載
し
ま
す
。

（
誤
） 

帰
り
き
て
暫
し
と
つ
け
し
ク
ー
ラ
ー
の　
　
　

吾
れ
に
憂
し
き
眠
り
を
誘
う　
　

   

鬼
木  

芳
子

（
正
） 

帰
り
き
て
暫
し
と
つ
け
し
ク
ー
ラ
ー
の　
　
　

吾
れ
に
優
し
き
眠
り
を
誘
う　
　

   

鬼
木  

芳
子

オムロンピンディーズ
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オムロンピンディーズHANDBALL TEAM

Pindys
公式HP

オム
ロン

お問い合わせ先：オムロンピンディーズ事務局（白石）☎ 070（7813）1893　

　

山
鹿
は
、
自
然
が
豊
か
で
散
歩
し
て
い
て
気
持
ち
よ
い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
４
月
に
、
川
沿
い
が
菜
の
花
で
黄
色
に
染
ま
っ
て
い
て
、
す
ご
く

き
れ
い
だ
な
〜
と
思
い
な
が
ら
練
習
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

温
泉
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
色
ん
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

ま
だ
、
山
鹿
市
に
き
て
日
が
浅
い
の
で
、
景
色
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ
や
ご
飯

が
お
い
し
い
お
店
を
見
つ
け
て
行
っ
て
み
た
い
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
１

日
で
も
早
く
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
、
応
援
に
応
え
ら
れ
る
選
手
に

な
り
た
い
で
す
！　

試
合
を
見
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
１
日
１
日
を

頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

山
鹿
に
来
て
、
人
が
温

か
く
て
、
食
べ
物
が
お
い

し
い
、
空
気
が
澄
ん
だ
す

て
き
な
町
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
実
家
か
ら
離
れ
る
の

は
初
め
て
な
の
で
不
安
で

し
た
が
、
す
ご
く
住
み
や

す
い
町
で
と
て
も
安
心
し

て
い
ま
す
。 

　

意
気
込
み
は
、
力
強
い

プ
レ
ー
を
す
る
た
め
に

も
、
ま
ず
は
フ
ィ
ジ
カ
ル

を
強
化
し
、
チ
ー
ム
で
欠

か
せ
な
い
選
手
と
な
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。
見
て

い
る
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
全
力
で
楽
し
ん

で
プ
レ
ー
し
て
い
き
ま

す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！ 

　

社
会
人
５
年
目
で
す
が
、
オ
ム
ロ
ン
で

は
新
人
の
宇
野
で
す
！ 

　

山
鹿
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
な
が
ら

も
街
中
は
栄
え
て
い
て
、
至
る
と
こ
ろ
に

温
泉
が
あ
り
と
て
も
す
て
き
な
街
で
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。 

　

山
鹿
の
す
て
き
な
空
気
を
吸
っ
て
た
く
さ

ん
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
打
ち
込
み
、
い
ち
早
く

オ
ム
ロ
ン
ピ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
一
員
だ
と
皆
さ

ん
に
認
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
々
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

私
は
温
泉
と
カ
フ
ェ
巡
り
が
と
て
も
好

き
で
、
山
鹿
に
は
い
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
そ
う
だ
な
と
探
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
お
す
す
め
の
場
所
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

教
え
て
く
だ
さ
い
！ 

　

こ
れ
か
ら
よ
り
山
鹿
市
を
盛
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
、
オ
ム
ロ
ン
ピ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の

選
手
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 

　

山
鹿
は
、
自
然
が
豊
か
で
、
故
郷
の
山

形
と
同
じ
雰
囲
気
を
感
じ
た
の
で
、
地
元

に
帰
っ
て
き
た
よ
う
な
印
象
で
す
。
風
情

あ
る
町
並
み
や
伝
統
文
化
が
あ
り
、
歴
史

を
感
じ
る
魅
力
あ
る
町
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
温
泉
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
温
泉

巡
り
を
し
て
み
た
い
で
す
。 

　

オ
ム
ロ
ン
と
い
う
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

チ
ー
ム
の
一
員
に
な
れ
る
こ
と
を
と
て
も

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

を
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
新
人
ら

し
く
が
む
し
ゃ
ら
に
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
び
吸
収
し
、
成
長
し
て
少
し

で
も
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る
選
手
に
な
れ

る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！ 

　

プ
レ
ー
を
通
じ
、
山
鹿
の
皆
さ
ん
に
元

気
や
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
選
手
に

な
れ
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

山
鹿
に
来
て
驚
い
た
こ
と
は
、
自
転
車
や
歩
い
て
い
る
と
き
に
す
れ
違
う

人
た
ち
が
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
す
。
今
ま
で
こ
の
よ
う
な
経

験
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
山
鹿
は
、
山
に
囲
ま
れ
て
自
然
が
豊
か
で
お
い
し
い
料
理
が
た
く
さ

ん
あ
る
印
象
で
す
。

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
へ
の
意
気
込
み
は
、
自
分
の
持
ち
味
で
あ
る
ス
ピ
ー
ド
、

機
動
力
を
生
か
し
、
誰
に
も
負
け
な
い
運
動
量
で
新
人
ら
し
く
思
き
り
プ
レ
ー

し
ま
す
。
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
、
常
に
進
化
し
続
け
ら
れ
る
よ
う

貪
欲
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
山
鹿
市
民
の
皆
さ
ま
、
い
つ
も
応
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
応
援
が
私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま

す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　今月は、今季加入した４人の新人選手とHC名古屋から移籍した宇野史
し

織
おり

選手から
山鹿市の印象やハンドボールへの意気込みを語っていただきましたので紹介します。　
　2022シーズンのピンディーズの活躍を期待しますとともに、ふるさとやまが大使として、
全国へ山鹿市の魅力発信をお願いします。みんなでピンディーズを応援しましょう！

NO. ８

宇野��史
し

織
お り

選手�
1995年４月18日生まれ
大阪府出身
大阪教育大学卒業
ポジション：ピヴォット

�NO.14　　　　　

菅野��南
みなみ

選手
1999年 12月１日生まれ

山形県出身
富士大学卒業

ポジション：レフトウイング

NO. ４

阿久津��祐
ゆ う

子
こ

選手�
1999年 12月 15日生まれ
栃木県出身
東京女子体育大学卒業
ポジション：ライトウイング

NO. ５　

阿部��美
み

幸
ゆ き

選手�
2000年３月10日生まれ
東京都出身
早稲田大学卒業
ポジション：ライトバック

NO.13　

須田��希
き よ こ

世子選手�
1999年 11月２日生まれ
東京都出身
東京女子体育大学卒業
ポジション：センターバック
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（

令
和

４
年
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N

o.258
６

あ
と
が
き

♣　

や
ま
が
温
泉
祭
が
３
年
振

り
に
開
催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
６
波
が
落

ち
着
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
う
ま

く
日
程
が
合
っ
た
か
ら
か
、
多

く
の
人
で
賑
わ
い
、
楽
し
く
撮

影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

連
休
は
、
自
宅
と
妻
の
実
家

の
苗
床
（
の
手
伝
い
）
を
済
ま

せ
、
市
内
の
行
楽
地
へ
撮
影
に
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
表
紙
を

飾
っ
て
く
れ
た
緒
方
陽
琉
く
ん

と
ご
家
族
。
快
く
撮
影
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
話
は
変
わ
っ
て
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
現

実
に
起
き
、
人
が
人
を
殺
め
て

い
ま
す
。
当
た
り
前
と
思
っ
て

い
た
平
和
な
日
常
が
あ
る
日
突

然
壊
さ
れ
る
瞬
間
を
、
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
と
き
、
人

の
命
と
は
何
か
、
本
当
に
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。（
深
）

＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（秘書広報課）

■人の動き
人口 28 人減りました 49,782 人
男性 15 人減りました 23,526 人
女性 13 人減りました 26,256 人
世帯数 26世帯増えました 21,913 世帯
〜14歳 11.7 ％ 5,819 人
15歳〜64歳 50.1 ％ 24,921 人
65歳〜 38.3 ％ 19,042 人

4月末現在 (増減は前月末比 )

〜令和４年度山鹿市新規採用教職員を迎える式〜
　４月４日山鹿市で初任を迎えた小学校７人、中学校５人の新規採用教職員を迎える式が開催され、堀田浩

こういちろう

一郎
教育長をはじめ、教育委員や関係小中学校の校長先生から見守られる中、鹿本中学校の齊藤詩

し

乃
の

教諭が代表で
力強く服務宣言を行いました。

嶋田  夏
な つ

希
き

教諭
( 山鹿小 )

中山  華
か

綸
り ん

教諭
（山鹿小）山根  千

ち

明
ひ ろ

教諭
（鹿本小）

中居  寿
かず

美
み

教諭
（山鹿中）

渡邉  彩
あ や

人
と

教諭
（めのだけ小）

緒方  朱
は ね

華
ず

教諭
（山鹿中）

永田  愛
あ い

教諭
（八幡小）齊藤  詩

し の

乃
教諭

（鹿本中）

髙木  芳
よ し

野
の

 
事務職員

（山鹿小）

本田  明
あ き ほ

希歩
養護教諭

（山鹿中）

小崎  哲
てつ　ひろ

裕
教諭

（山鹿中）
永野  翔

しょう

平
へ い

 
教諭

（大道小）

よろしくお願いします

グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
認
定
さ
れ
た

環
境
保
全
の
優
れ
た
印
刷「
水
な
し
印
刷
」


